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第２節遺構４７

平面形

ＳＢ６の平面形は円形で東西6.1ｍ、南北6.6ｍを測り、本遺跡では最大規模の住居である。現存壁高

は27～30cm前後で、その傾斜角は35～55.、平均45.前後になる。主軸方位は炉跡と埋甕とを結んだライ

ンで考えると、Ｎ－９．－Ｗとなり、入り口は、南側と考えられる。掘り込みは黄褐色士付近より行な

われているが、上端は暗褐色士層中にあった可能性もある。他の住居が黒色士層中から掘り込まれ、

黄褐色士上部に床面を持つのにたいして、黄褐色士層を掘り抜いて構築されるという特徴を持つ本遺

跡最大規模のＳＢ６の存在は注意を払うべきであろう。床面は礫(段丘礫)が目立ち、特に東部におい

ては地形の傾斜の関係で顕著である。明確な貼り床などは認められなかったが、炉の西側付近は若干

硬化していた。

また、住居跡に対して炉の位置がかなり北（奥壁）によっており、また後で述べるように埋甕の位

置も炉に近く住居の中央付近である。さらに、柱穴も複数みられ、増築等の可能性もある。

ピット

ＳＢ６からは計15個のピットが確認できた。（P13は埋甕のピット、埋設土器のピットはカウントせ

ず｡）

ピットの検出は比較的容易であったが、半割セクションにあるように住居跡と同様にピット内にも

多くの礫が混入していた。平面図に見られる下場の礫などは人為的なものでなく、自然のものである

可能性が高い。遣存状況は住居跡の掘り込みが深いこと等により良好であった。ピット内から若干の

遺物が検出された(1090～1095)。各ピットの平面形は概ね円～楕円形を呈し、直径20～79cm、断面形

状は円筒～摺り鉢形で深き８～55ｃｍとなる。

主柱穴としてはＰ１～７で直径45～60cm前後、深さ45～55cmである。セクション図においても柱痕

状の堆積がＰ２，３，４，５，７に認められる。他のピットについての性格は不明。中には柱穴にな

るものもあるのかもしれない。P14の北側には小さな焼土がみられた。住居の掘り込み自体が深いの

で大半のピットは本住居に関係するものと考えられるが、Ｐ８は床面より上から掘り込まれており、

－部住居跡の壁面をもカットする。また、埋土の堆積の様子も他のピットとは異なる。ＳＢ６とは関係

のない、もしくは時期の異なるものと判断する。



4８第４章縄文時代の遺構と遺物

石囲炉

ＳＢ６の炉跡は住居跡の中心からやや北（奥壁）よりの地点に位置し、扁平円礫で方形の石囲炉を組

んでいる。北側の一部の石が抜き取られるが、その規模は約１０５×110ｃｍと大型である。残存する石は

７個で15～60cm前後の大きさで完形、欠損した川原石の腹面（１，２，４)、側面(３，７)、端面（６）

を用いて構築する。焼化によると思われるヒビ、割れは１，５，７に認められるが、赤化はさほど顕

著ではない。２，３，４は側石に相当し、一部二重囲いになる可能性がある。また５には小さな凹み

や、やや磨ったような痕跡が認められ作業台として使用された可能性が高い。

炉内には比較的多くの土器、礫が認められた。土器･礫ともに敷かれた様子がなく散在する。また、

径５～45cm前後の礫が比較的多く含まれていた（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ他)。Ａの下にも土器（１０８９）が押し

潰されたようにあり、Ａは焼化によるヒビなども見られないこと、Ａの下に焼土が広がることなどか

ら考えて、炉廃絶時に土器、礫が投棄された可能性が高いと考える。また、それらよりやや下位（５

cmほど）の炉南部にて、同一個体の土器（1087）が敷き詰められたように出土した。遺存状況は上部

のものより悪い。炉は、段丘礫層に掘り込まれ、炉の深さは25cmほどで中心付近に焼土が見られた。

炉内からは炭化物も出土した（分析結果については第６章)。

南西の一角を除いて、明確な石の抜き取り痕は確認できなかった。

埋甕（Ｐ13）

石囲炉の南、約70cmのところで埋甕（1090）を埋設するピット（Pl3）を検出した（第29図)。

ピットの平面形は若干の張り出し部分があるが、ほぼ円形で下場はやや北に偏る。壁面は急である。

検出時の上端で東西約79cm、南北70cm、下場東西54cm、南北52cm、深さ51cmを測り、土器との間には

若干の隙間がみられた。土器はピットの中央にやや傾いた逆位で埋設され、底部は穿孔されていた。

土器口縁部付近（ピット下場）で極少量の炭化物（分析結果は第６章）を検出した以外は、焼土など

は認められなかった。蓋石などについても認められなかった。

ピットの覆土は、３層に分かれる。ピット中央付近に黄褐色(ｌ０ＹＲ５/8)士層(①層）がみられた。

また穿孔部付近には土器片も１点含まれていた。なお、埋甕内に士がほとんど入ることなく、口縁付

近を除いて空洞であった。ピットは段丘礫層にかけて堀り込まれるため、埋士・壁面にかけて多数の

礫が認められた。同様にピットの下場に礫が見られたが、段丘礫と考えられる。
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第28図第６号住居跡石囲炉
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第２節遺構５１

埋設土器（第29図）

ＳＢ６の石囲炉の北東20cm、東部80cmの床面に埋設された土器を２点（埋設土器1.1096、埋設土器

2.1097）確認した。

埋設土器ｌは、石囲炉の東部80cmほどに位置し、土器を埋設するための掘り方を明らかに持つ。東

西17cm、南北16cmほどのやや不定形ながら円形となる。覆土は１層である。土器にコゲなども見られ

ず、ピット周辺や内部にも炭化物、焼土は認められなかった。伴出遺物もなかった。特に蓋石などの

配石も見られなかった。土器の遣存状況は良好で、器面もほとんど荒れていない。底部に穿孔はない。

埋設土器２は、炉の北東20cmほどのところに位置する。埋設のための掘り方は、ほぼ土器の大きさ

に合わせた直径15cm、深さは６cmである。埋設の様子は埋設土器１と概ね同様である。

埋設土器内の士には炭化物が含まれており、分析の結果クリと判明した（第６章)。

以上のように、ＳＢ６はその規模もさることながら、石囲炉、埋甕そして２つの埋設士器を持ち、こ

の時期の徳山地区の住居の好資料を提供した。

また、炉内や覆土からは土器がかなりまとまって出土しているが、多数の礫とともに出土したこと

により、住居の廃絶後に一括して廃棄された可能性も考えられる（ＳＢ６関係の文章は、現場を担当し

た小坂宗和の文章および遺構カードを小谷が加筆・修正した)。
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5２第４章縄文時代の遺構と遺物

７．第７号住居跡（ＳＢ７）

ＳＢ７は２Ｋグリッドに位置する。石囲炉のみを検出し、柱穴やプランは確認できなかった。石囲炉

は第１I層暗褐色土中で検出した。中央部に撹乱を受け、炉石の残りは２分の１程度である。残存する

炉石より縦約60cm、横約120cmの長方形の大型石囲炉であったと考えられる。主軸は東西方向である。

西側の40cm程の細長い川原石は、被熱により中央で割れている。この石の北と南、さらには炉の北東

の隅には、厚さ約10cmの細長い川原石を立てており、これらの石の上の面は、他の炉石よりも若干高

くなっている。構築当初は四隅に立石を伴っていたものと考えられる。南北の辺の東側部分にも25ｃｍ

程の川原石が東西方向に組まれている。

ＳＢ７の石囲炉の南東約50cmの地点で、土器１個体分（1146）を検出した。この土器は、炉石よりも

若干高いレベルで検出し、口縁部を西側と南側に向け横位につぶれた状態で出土した（第31図)。
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第２節遺構５３

なお、口縁部は意図的に打ち欠かれたと考えられる。出土した位置やレベルから考えて、ＳＢ７の覆

士出土土器と判断した。（１１４６）のすぐ西より土器数点（1144.1145）が出土している。

出土遺物よりＳＢ７の時期は、中期後葉と考えられる。

8．第８号住居跡（ＳＢ８）

ＳＢ８は３Ｅグリッドに位置する。石囲炉と柱穴の可能性のある３基のピットを検出した。石囲炉の

すぐ南側には、近現代の井戸があり、また、北側は水分を含んだ粘質土が広がり、住居跡のプランの

検出はできなかった。石囲炉は、黄褐色粘質土中に掘り込まれ､１５～35cm大の細長い川原石１０個を使っ

て55×60cm程の長方形に組まれており、残存状態は良好である。

長辺にあたる北側と南側には、石を二重に並べている。一部の石には被熱による割れも認められた。

炉内には、士器片がびっしりと敷かれていた。これらは、すべて同一個体の胴部片（1147～1149）で

口縁部や底部は欠如していた。また、士器は多量の湿気を含みボロボロの状態であった。士器は並べ

るようにして炉内に敷かれ、所々に重ねたところもみられた。

なお、炉内の北東の隅には土器はみられず、少し凹地状になっていた。土器の下には、厚さ５cm程

の焼土がみられ、炭化物も含まれていた。

炉の付近からは、３基のピットを検出した。径25～35cm、深さ20～35cmを測り、柱穴の可能性も考

えられる。
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第33図第８号住居跡石囲炉

ＳＢ８では、石囲炉内以外には土器の出土はなかった。ＳＢ８の時期は、炉内出土土器より中期後葉と

考えられる。

９．配石土坑（墳）群（北）

５Ｍグリッドに位置する。Ｐ125～Pl27・Ｐ129.ＳＫｌ６の５基のピット・土坑（擴）群からなる。平

面形は円形もしくは楕円形を呈し、その規模は長径50～100cm、短径40～70cm、深さ20～50cmを測る。

これらのピット・土坑群の上の面や縁の部分には、扁平円礫が配されている。出土遺物は、いずれも

土器の小片が数点から数十点（66頁、第７表)、剥片がみられた（115頁、第８表)。

これらのピット・士坑群の性格としては、配石の様子より墓（土壌墓）の可能性が高い。

なお、出土した土器には第III群３類(里木11式類似)、４類(咲畑式)の小片が多数みられることから、

これらの配石士坑（擴）群の時期は中期後葉と考えられる。

10．配石土坑（墳）群（南）

５Ｌグリッドに位置する。Pl35とＳＫ１７～SK19の４基のピット・士坑（擴）群からなる。平面形は

円形もしくは楕円形を呈し、その規模は長径40～１１０cm、短径30～80cm、深さ30～60cmを測る。これら

のピットや士坑の縁には、扁平円礫が配されている。

出土遺物は、P135から土器小片13点、ＳＫ１７～１９からは土器小片50～１００点(第７表)、ＳＫｌ７から石
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Ｅ′ＥＰ１３８

１１１二IF壽ffiiiiii
イ

Ｃ′Ｃ

゜／
〃（

ＳＫ１７

①ｌ０ＹＲ

②lＯＹＲ ⑭G、①／② ＳＫ１９

①ｌＯＹＲ３/４

②ｌＯＹＲ４/４

③ｌＯＹＲ５/６

2/３黒褐色

3/３暗褐色
暗褐色

褐色

黄褐色
Ｂ Ｂ′

illiI1
シ

⑰

⑲
Ｐ１３６

①lOYR4/４褐色 ， Ｄ′Ｐ１３６

シ シ ７

Ａ′Ａ

|M祠11111〉ｏ>噸
ＳＫ１８

①ｌ０ＹＲ３/４暗褐色
０１ｍ
刀

水糸高はすべて322.400ｍ

第35図配石土坑（塘）群（南）

Ｐ１３５

①ｌ０ＹＲ４/４褐色
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鍼１点・切目石錘９点・打欠石錘1点、ＳＫｌ８から切目石錘３点などが出土している（第８表)。ＳＫｌ７

からの切目石錘９点の出土が目立つ。これらの切目石錘の中には、被熱によって割れており、切目に

かけられていた「糸巻きの帯状痕跡｣の認められるもの(534～537）もみられた。またＳＫ１７をはじめ、

SＫ18.19．P135の覆土中には炭化物も少量含まれており、分析の結果クリ他と判明した（第６章)。

遺構の性格としては、配石がみられることより墓（士擴墓）の可能性が考えられるが、前述の配石

士坑（擴）群（北）と比べて、出土した遺物の量が多く、また炭化物が含まれるなどの違いもあり、

断定はできない。

なお、出土遺物（'165.1166.1170.1171）よりこれらのピット・士坑（擴）群の時期は中期後葉

と考えられる。

11．土器埋設遺構

３Ｌグリッドで第Ⅱ層暗褐色士を掘削中に、土器（1150）を検出した。土器は、底部を下にして胴

下半部から底部にかけてを丸ごと検出し、掘り方こそ検出できなかったものの何らかの意図で埋設さ

れていたものと考えられることから土器埋設遺構とした。

土器の南側には10cm大の円礫が認められた。現代の地表面のすぐ下で検出し、士器の上半分は後世の

撹乱によって失われたものと考えられる。

-局一一

L叙 Ａ′

、

Ａ′̄

322.300ｍ

Ａ

①暗褐径

第36図土器埋設遺構
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12．石器類の集積遺構

石器類の集積遺構としては、Ｐ585,Ｐ586､ＳＫ１７がある。ここではその出土状況について述べ､個々

の遺物については第３節で述べる。

（１）剥片の集積（Ｐ585)'）

４０グリッドで長径約75cm、短径約55cmの南北にやや長い楕円形の士坑を検出した。士坑底部近く

の南よりの地点より、チャートの剥片20点（501～520）が折り重なるように出土した。これらはすべ

て同一の石材で、一つの母岩から作られたと考えられる。近接して出土した２点（501と505）に接合

関係が認められた。剥片の保管場所か、一括して埋めたものと考えられる。（501～513)は水平に重な

るように、（514.515）はそれらの南側やや低いレベルで立位で出土している。このことからこれらの

剥片は、何らかの容器に入れて埋納されていたものが容器及び南側にあった何らかの埋納物の崩壊に

より（514.515）が崩落したようにみられる。

なお､20点の内､１５点(501～515)の出土状況を第37.38図に示した｡図示されていない５点(516～520）

は、これらの東側で出土している。

士坑は、第１I層暗褐色土中に掘り込まれており、断面形は浅いすり鉢状を呈するが、もう少し上面

から掘り込まれていたことも考えられる。第Ⅲ層（明）黄褐色士までは掘り込まれていない。

l）現場作業においてはピットとして取り上げたが、ここでは土坑として取り扱う。

Ａ

轍'、

Ａ Ａ′̄

22.750ｍ

Ｏ３０ｃＩｎ

Ｌ－奇---

第37図剥片の集積（Ｐ585）出土状況(1)
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Ｉ
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322.750ｍ

515

Ｕ

第38図剥片の集積（Ｐ585）出土状況(2)
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（２）切目石錘の集積（Ｐ586)Ⅲ）

４Ｍグリッドで検出した。ⅡI層（明）黄褐色土より８個の切目石錘が集中して出土した。辺りを精

査したが、この時点ではプランの検出はできなかった。写真撮影・実測後に遺物を取り上げ、さらに

掘り下げたところ、１０cmほど西に離れた所の３～４cm下からさらに５個の切目石錘が出土した。合計

13個の切目石錘が若干のレベル差はあるものの、ほとんど１ケ所より集中して出土したのである。

２度目の出土の後、サブトレンチを入れると若干の土色の違いが認められた。よって切目石錘は長

径約37cm､短径約23cmの楕円形で深さが約５cmの土坑の底部付臺近から出土したと考えられる。しかし、

土坑のプランは明確には検出できなかった。

出土した切目石錘は第10表(123頁）のように大きさ、質量のほぼ同じものがそろっており、特に上

部の８個は石材も泥岩ばかりであった。石錘の出土状況をみると、平らな面を下にしたものが多い中、

横位に立った状態で出土したものもみられた。また、長軸方向をそろえたものや、切り目の部分を隣

一－

一一－－－－
－－－～
￣５２６

５３３、

己、,

へ
〆

Ｉ
〆

〆

／
７

／

／

／

／ 522
Ｉ

／

ノ
ＡＡ

Ｇ
５３０

５２９ 5３１（
／

、
／

、

／、

へ

／～

～

〆～

－

～ 〆
～

〆h、

〆
､

￣
､

￣

､ ￣

－－－１_ﾛ1－￣￣一一

Ａ'

322.300ｍ

Ａ

522５２５ 528５２７

、

｜
ヘ

ペ

Ｉ
～

〆

｜
〆－－￣￣

￣～

へ

②．､ ～

且

①

～＿一一一～ －－

①ｌＯＹＲ５/6～5/８黄褐色土、しまりなし、粘性弱い

②黄褐色土（地山）0 10cｍ

第39図切目石錘の集積（Ｐ586）出土状況



6０第４章縄文時代の遺構と遺物

り合わせにしたものもみられることから、これらの石錘が糸や網につながっていた状態を考えること

も可能である｡2）しかし、それを完全に復元することは難しい。ただ、５点（521.523.525.528.531）

には『糸巻きの帯状痕跡｣3)が認められ、切目を利用して糸状のものが巻かれていた可能'性がある。な

お、伴出土器はなく時期は不明である。

l）現場作業においてはピットとして取り上げたが、ここでは士坑として取り扱う。

2）帝釈峡遺跡(広島県）では、岸壁のくぼんでいる部分の20cm四方の狭い範囲から、１４点の切目石錘が出土

し、その出土状態から、網につけられたまま置かれていたのではないかと推測されている。（広島大学文学

部帝釈峡遺跡群発掘調査室年報Xl995）

3）石錘の表面は摩滅するが、長軸中央部に摩滅を受けない部分が帯状に残る。これを吉田英敏氏は、「糸巻

きの帯状痕跡』と称している。（吉田1989）

（３）切目石錘が多数出土した土坑（墳）（SK17）

５Ｌグリッドで検出した。前述の配石士坑群（南）の中の１基で、長径約90cm×短径約70cmの平面

形が楕円形の土坑である（第35図)。土坑内からは切目石錘９点（534～542)、打欠石錘１点(543)、石

鍼の未製品1点、剥片２点が出土しており、中でも（534）には、被熱による『糸巻きの帯状痕跡」の

認められるものもあり、注目される。

なお、土器は約50点が出土し、中期後葉と考えられるが、ほとんどがローリングを受けておりはっ

きりしない。

13．その他縄文時代のピット・土坑

本遺跡からは、多数のピットや士坑を検出した。このうち、遺物の出土より縄文時代のピット・士

坑と考えられるものについて第４表にまとめた。その総数は、ピット６５基、土坑23基である。

出土遺物よりほとんどが住居跡と同じ中期後葉と考えられるが､P580は前期後葉から末葉､ＳＫ８７は晩

期から弥生時代前期と考えられる。

なお、Pl36からはピットの上層より多数の土器（1157～１１６２）が出土した（第52図、図版15.21)。
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第４表縄文時代のピット・土坑一覧表(1)

※グリッド：複数にかかる場合は面積の広い方のグリッドとした。

（）：残存部の大きさ・形

切り合い：＞切る、＜切られる

No. グリッド
大きさ(c､）

長軸×短軸
平面形

出土遺物

土器 石器
時期 切り合い他

１
４
８
９
２
６
９
３
６

３
３
３
３
５
０
０
１
１

１
１
１
１

Ｐ

８
５
６
７
８
９
５
６
７
８

１
２
２
２
２
２
３
３
３
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

９３１

０
１
８
９
０
２
７

４
４
４
４
５
５
５

１
１
１
１
１
１
１

８５１

９
０
１

５
６
６

１
１
１

２６１

６
２
１
５

８
９
０
０

１
１
２
２

０
０
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｋ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｍ
Ｌ
Ｋ
Ｊ
Ｊ

４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
４
４
４
４
４
４
４
３
３
５
２
２

５
０
５
５
０
０
０
５
５
０
５
０

２
３
４
５
２
４
３
４
４
４
４
５

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

０
１
５
０
５
０
０
０
１
５
０
０

４
５
５
６
２
６
６
７
５
４
９
５

３
４

１
Ｉ

１
１

０
０

０
０
０
５
０
５
０
５
０
０
５
５
５
４
５
５
５
０
０
０
５
０
８
５

５
４
７
３
５
６
８
６
５
４
３
２
２
Ｉ
４
４
４
４
５
５
５
６
く
５

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

０
０
０
０
５
０
０
０
０
５
５
５
０
０
０
０
０
５
０
０
５
０
０
０

Ⅱ
４
７
４
５
７
０
７
７
４
３
３
３
６
５
５
５
５
５
７
６
７
８
６

１

楕円形

不整形

楕円形

円形

楕円形

楕円形

不整形

隅丸方形

(不整形）

円形

楕円形

円形

楕円形

円形

円形

円形

円形

円形

不整形

円形

楕円形

円形

円形

隅丸方形

円形

(楕円形）

円形

円形

円形

楕円形

円形

楕円形

円形

円形

(隅丸方形）

円形

占
い
Ｌ
３
２
８

２
１
３
１
１
５
９
０
３
７
３
８
０
２
１

５
１
１
４
１
３
２

２
１

０１

３
４
１
４
３

３
４

４１

１

占
い
『
し
１

２
１

１
１

２
２
５
１

１
１
１
１

１
１
２

期
期

期
期

期
期
期

期
期
期
期
期

期
期

中
中

中
中

中
中
中

中
中
中
中
中

中
中

＞Ｐ５７２

＜Ｐｌｌ７

配石を伴う

配石を伴う

配石を伴う

配石を伴う

配石を伴う

＜Ｐ１５１
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第５表縄文時代のピット・土坑一覧表(2)

※グリッド：複数にかかる場合は面積の広い方のグリッドとした。

（）：残存部の大きさ・形

切り合い：＞切る、＜切られる

No. グリッド
大きさ(c､）

長軸×短軸
平面形

出土遺物

土器 石器
時期 切り合い他

８０２Ｐ

１
３

１
１

２
２

６１２

３
５
４

３
２
３

２
３
３

２
２
０
２
３

４
１
１
４
４

３
４
５
５
５

５
５
８
９
０

４
５
５
５
６

５
５
５
５
５

１
５
６

６
７
７

５
５
５

７
０
４
５
６
７
８
３

７
８
８
８
８
８
８
９

５
５
５
５
５
５
５
５

５９５

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｃ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
０
０
０
０
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｋ
Ｌ
Ｏ
Ｍ
Ｌ
Ｊ
Ｋ
１

２
２
２
２
２
３
４
４
３
２
１
４
４
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
２
２
２

７０×４５

80×(70）

60×(60）

７０×５０

(50)×4５

60×(40）

(40)×(40）

60×(40）

４０×３５

６５×６０

５５×３０

５５×４０

３５×３０

(60)×6０

３５×３５

65×(40）

(90)×8５

130×ｌＯＯ

６０×５５

６５×５５

８０×７０

120×100

８０×６５

８０×５５

４０×２５

６０×４２

３２×３０

３０×２５

５０×４５

不整形

(不整形）

（円形）

楕円形

不整形

不整形

(不整形）

(楕円形）

円形

円形

楕円形

不整形

円形

(不整形）

円形

不整形

(円形）

隅丸方形

円形

円形

円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

円形

円形

円形

１
５
３
１
２
２

２
３
１
５
１
３

３
６
２
１
２
１
２

１６
５

７
４
１
３

１
１
１
１

１
２
１

０
３

２
１

１

期
期

期
期

期
期
期
期
期

期
期

期
期

中
中

中
中

中
中
中
中
中

一
別
中
‐

中
中

＜Ｐ２１０，＜Ｐ２１２

＜ＳＫ３１

＜Ｐ３２４

＜Ｐ３３５

＜Ｐ３４４

＜ＳＫ８７

＜Ｐ５６１

＞Ｐ５６０

剥片集積

石錘集積

＜Ｐ２３４
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第６表縄文時代のピット・土坑一覧表(3)

※グリッド：複数にかかる場合は面積の広い方のグリッドとした。

（）：残存部の大きさ・形

切り合い：＞切る、＜切られる

NＣ グリッド
大きさ(c､）

長軸×短軸
平面形

出土遺物

土器 石器
時期 切り合い他

６ＫＳ

０
１
２
４
５
６
７
８
９
６
７
８
１
２
９
３
６
１
３
２
４
７

１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
３
３
３
４
５
７
７
８
８
８

Ｑ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｋ
Ｋ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｅ
Ｄ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ
０

５
４
４
３
５
５
５
５
５
５
２
２
２
２
２
３
２
１
２
２
１
２
３

160×150

110×９５

１００×６０

１５０×９０

１００×５０

１００×５０

１００×６０

８５×６０

120×８０

１００×８０

200×(１１０）

130×７０

150×(70）

130×９０

120×１００

１３０×１００

１６０×１６０

１５０×140

160×７０

(60)×5０

(270)×220

８５×７５

６０×５５

円形

隅丸方形

不整形

楕円形

楕円形

不整形

隅丸方形

隅丸方形

楕円形

楕円形

不整形

不整形

不整形

不整形

隅丸方形

不整形

円形

不整形

不整形

不整形

不整形

隅丸方形

円形

４
７
２
０
５
５
０
９
５

１
３
２
２
５
９
７
３
６
１
１
１
８

４

１
１

１
１
１

３１
３
１
２
１

１
１
１
１
１
３
１
１

中期

中期

中期

中期

中期

中期

中期

中期

中期

中期

中期

晩期～弥生

配石を伴う

配石を伴う切目石錘９点出土

配石を伴う

配石を伴う

＜ＳＫ２７

＞ＳＫ２６

＜Ｐ２０９，＜Ｐ２１０

＜ＳＫ３２、＞Ｐ２３３

＞ＳＫ３１

＜Ｐ３６０

＞ＳＫ５７

＞ＳＫ７２

＜Ｐ５２１

＞Ｐ５５９
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第３節 遺 物

第１項土 器

1．土器類の概要

今回の調査において7,562点の土器が出土した。その分類ごとの点数は第７表(66頁)の通りである。

これらの土器は、遺構内からの出土2,194点、包含層からの出土5,368点である。

遺構からは、第６号住居跡（ＳＢ６）と第２号住居跡（SＢ２）からの出士が多い。いずれも中期後葉

の住居跡である。包含層からは、４０グリッドや５Ｌ・５Ｎ・５Ｍおよび４Ｌ・２Ｊグリッドからの出

土が多く、これらは検出された遺構とも重なる。

土器の時期としては、中期後葉の第III群３類土器（38.9％）及び４類土器（11.6％）が多く、両者

を合わせると約50％を占める｡'）一方、第II群土器（前期）や第１群土器（早期）も比較的まとまっ

て出土した。

以下に、まず遺構から出土した土器について触れたのち、包含層から出土した土器について分類ご

とに述べていく。

1）細片・一括品を除いて算出した。

2．遺構から出土した土器

(1)第１号住居跡（ＳＢ１）（第40図1001～1010図版13）

第１号住居跡からは、５９点の士器が出土した。いずれも覆土からの出土で、小片がほとんどである。

このうち10点（1001～1010）を図示した。

（1001）は、撚糸文地に半裁竹管状工具による平行沈線で文様を描き、口縁上端部には、２本の平

行沈線間を交互に刺突して波状文風の文様を施している。小波状口縁を呈し、波頂部には、竹管状工

具による刺突と、細い粘土紐をＹ字状に貼り付けた文様がみられる。（1002～1004)にも、撚糸文地に

半裁竹管状工具によるコンパス文がみられる。（1007)は、撚糸文地に半裁竹管状工具による横位の沈

線を引いている。（1008.1009）には、撚糸文がみられる。（1010）は、棒状工具による横位の沈線と

波状文がみられる。（1001)～(1009）は第III群３類、（１０１０）は第III群４類の土器である。
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第７表山手宮前遺跡出土土器一覧表

分類

遺構

遺
構
分

’

Ｉ 1１
111

１ ２ ３ ４ ５
1Ｖ Ｖ

VＩ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
V1１ 計

１ＢＳ

２
３
４
５
６
７
８

７

２
７

１
２

１

４
９
２

３
９
１

１
４
６
２
１

１１

１

4９

７

５６

１

６
２
２
８

３
１
２

６
０
６
３
７
５
３

１
４

１
１

２

1３

８

８
６

1６

221

８

1５

335

５９

５２１

５３

７

３５

６８４

６

１

１
４
８
９
６
９
３
６
８
５
６
７
８
９
５
６
７
８
９
０
１
８
２
７
８
９
０
２
６
２
５
８
１
３
６
３
５
２
３
５
５
８
９
０
１
５
６
７
０
４
７
８
３
５

３
３
３
３
０
０
１
１
１
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
４
４
４
５
５
５
５
６
６
８
９
０
０
１
１
１
３
２
４
４
４
５
５
５
６
６
７
７
７
８
８
８
８
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
３
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

Ｐ
Ｐ

6０

1

２
１
１
１

５
２
３１

１
１
７
１
３

２１

１
１
１
１
１
７
１
１
１

１
３
１
３
７
０

１
１

１
１

１
２
１
５
３

１
１
１

１
２

１
２
１
２
２

１
１
１
２
１
１
１
１
１
１

２
２
１
１
２

５１
４
３
７１
１
６
５

１
２
１
１
１

２
２

２
１

３
１

１
２
１
１
１

１
２
１

１
２
２
４
１

４
１２

３
９
８

１１

６
０
５

２
１

１
１
９
３
１
２
４
３

２
１
１

１
１

２
２
２

３
４
４
２

１
３
２
８
２
１
３
１
１
５
９
２
３
７
３
３
０
２
２
２
１
０
３
４
１
４
３
３
４
４
１
１
５
３
１
２
２
２
３
１
５
１
３
２
６
２
１
２
０
５
７
１
４
３

５
１
１
４
１
３
３

１
１

２
１

６



第３節遺物６７

※土埋は土器埋設遺構

包
含
層
分

'

※ⅥIは細片・一括品の点数

Ｉ 1１
111

１ ２ ３ ４ ５
1Ｖ Ｖ

ＶＩ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
ⅥＩ 計

６
１
２
４
５
６
７
８
９
６
７
８
１
２
９
７

Ｋ
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
３
３
３
８

Ｓ

１

１

３
１１

３
０１
１
９
３
０

２
１

３
６
１

２

１
５
４

１
１
１
２
２

１
１
１

４
３
８
０１
８
３
８

２
１

３

２
１

１
４

２
１

３
６
３
０
２
８

２
１
３
６
４

７

３
７
２
０
５
６
１
３
４

１
３
２
２
５
１
８

１

３
６
１
１
１
０１
４

土埋 １

遺構分計 ８ 9９ ２ １ 454 142 3３ ０ １ １９ 439 3７ 0 1８ ０ ０ 941 2194

Ｉ 1１
IⅡ

1 ２ ３ ４ ５
1Ｖ Ｖ

ＶＩ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
ⅥＩ 計

ＤＢ

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｑ
Ｑ
Ｒ
Ｒ
採

２
４
５
３
２
３
４
２
３
４
２
３
４
５
３
４
５
６
３
４
５
６
３
４
５
２
３
４
５
３
４
５
３
４
３
４
表

１１

５
６
１

１

０１

２
１

０３
７
８１
１
８１
２
２
１
１４
３
１
３
２

１
１

２
９
１
１
１

１

１
１

１
１
１
２
１
２
８
４
６
１
２
１

１
１

１１

１
１
４

３
２

４
６
１

５
２

１１

１
２
２
３

２１

２
０
６

１
４
６
３
８
８
８
９
９
２
６
１
８
７
１

３
６
１
１
５
１
４
４

４
６
４
６
３
０
４
２

８
９
１
３
１
５
１

１

３２

１
２
１

３
２
１
１

３
０
６

２
２

１
６１

１
７
４３

９
４８

７
１１

７
２
０３
３
１
４

２
２
５

１
１

３
１
１

３
１

１
５
１
１
１

１
１
２
１

５
３
２
２
１
１
３
１

１
４
２２

２
１

２
３

７
２
０

４
２
０

１
３

３
４
７
８１
６
０
６

４
６
９
３
９
３３
４
１
８
５
４

１
１
１

５０１

１１

５
２５
９
３７
３
９

１
１

１
１
３
１
３
４
５
１
３

０１
３
１

１
０１

５
０２
３
２
６

０１
２
２

１
１

１
１

５
１

４
３
２

２
１
３
４
２
１
２
２
１

１

１
１

１
１

４

９
３
３
４
７
０
３
６
５
３
９
８
１
１
７
４
０
３
２
５
３
５
１
３
２
４
７
９
０
２
５
６
１

１
１
１
５
１
６
９
２
５
７
９
８
５
４
３
１
０
４
０
０
５
１
３
１
０
４

５
１

１
１
２

２
１
２
１
５

１
１

５
２
１
１
０
８
８
６
６
３
８
９
３
０
４
８
４
１
９
０
１
２
７
８
７
１
２
４
９
３
４
０
０
９
８
５
１
２

１
１
１
２
１
１
７
２
９
８
７
７
１
２
６
６
８
１
７
４
２
１
８
５
２
４
０
４
５
４
７
６
１
９

３
１
２
１
３
５

３
１
３
２
９
１
２
２

包含層分計 124 159 3２ 3４ 1016 295 2０ ９ ５ 5３ 635 9９ ４ 3４ ４ ４ 2841 5368

総計 132 258 3４ 3５ 1470 437 5３ ９ ６ 7２ 1074 136 ４ 5２ ４ ４ 3782 7562
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（２）第２号住居跡（SＢ２）（第41～43図1022～1075図版14～16）

（1022)はＳＢ２の覆土上層の中央部より出土した。４単位の波状口縁の深鉢で、残存高19.5cm、口

径は20～22ｃｍと推定される。胴部から口縁部にかけて緩やかに開く器形で、口縁部は内側に折り曲げ

られ面を作り出している。波頂部では、口縁部に作り出された幅約４cmの面が渦巻き状（右巻き）に

競り上がり、中央には棒状工具による径約１cmの穴を持つ筒状の突起を作り出している。口縁部に作

り出された面には、幅広の粘土紐による隆帯を口縁に平行して外側と内側に２条貼り付け、その間に

は同じ粘土紐による隆帯で波頂部から垂下する渦巻文と、波底部に渦巻文（左巻き）を貼り付け、各

渦巻文の間にも隆帯を貼り付けている。そして、隆帯上は、棒状工具による連続刺突を施し、隆帯と

隆帯の間の残りの面には、同じ工具による連続刺突や、少し幅の広い工具による刻み状の連続刺突を

施している。胴部文様は、無文地（ほとんどは無文地だが、胴部の一部には、やや斜行する細い平行

な沈線らしき線もみられる）に、各波頂より粘土紐を貼り付けた隆帯で、渦巻文（左巻き）を作り出

し、その下には、同じ隆帯２本をたてに貼り付けて垂下（５～６cm）させている。波底部からも同様

に隆帯２本を垂下させている。胴下半部には、粘土紐を横位に（土器のまわりを一周するように）貼

り付けた隆帯上に、棒状工具による連続刺突を施している。（この部分は、戸入村平遺跡ＳＢ４出土Ｃ

８群土器（1589）の胴下半部の表現とよく似ている｡）器厚は、６～１４mmと幅があり、薄い所と厚い所

がある。内面には、約４cmの幅で炭化物の付着がみられる。なお底部については不明である。色調が

白く、明らかに他の土器とは胎士が異なり、搬入の可能性も考えられる。本遺跡からは、この１点の

みの出土である。渦巻文や、渦巻文から下に垂下する隆帯、さらには胴下半部の隆帯等より、いわゆ

る咲畑式（以下咲畑式とする）のその他の土器（第III群４類ｄ種）と考えたい。なお、近畿地方の北

白川Ｃ式土器と器形が近似しており、その関連が注目される。

（1023)はＳＢ２の覆土上層の南端付近より出土した。第III群４類ｂ種咲畑式土器の口縁部で、４単

位の波状口縁を呈し、径６mm程度の円棒状工具による沈線で文様を描いている。口縁に沿って１条の

沈線を横位に引き、波頂部の沈線の下に点状に刺突を施し、その左右に３条の沈線による楕円形区画

を作り出している。２条目の沈線は、波頂部の刺突の下に左から右へ伸びる横位の渦巻文を伴い、３

条目の沈線は、波頂部の渦巻文の下で小さな弧を描くように引かれている。３条の沈線の下には無文

帯が続く。地および区画内は無文である。口径約23cm、口縁部最大径約28cmである。

（１０２４）も、ＳＢ２の覆土上層南端付近の（１０２３）のすぐ東隣より出土した。胴部片で、口縁部と底

部を欠くが、最大径約37ｃｍとかなり大型である。胴部文様は、無文地に串状工具による条線を縦方向

（左上から右下）に引いている。条線の幅は１mm程度で、先端部（下の方）は細くなっている。条線

は胴上部から中央にかけて施され､胴下半部には認められない。器厚は５～８mmと比較的薄手である。

内面、下部に炭化物の付着がみられる。第III群３類ｅ種、地文が条線文の土器である。

（1025～1028）は同一個体で、ＳＢ２の石囲炉内に敷かれた状態で出土した。（1025～1027）は内湾す

る口縁部片で、径約５mmの円棒状工具による沈線が口縁部に平行して２条認められる。沈線の下（区

画内か）には、同様の工具による刺突列が２段にわたって施されている。

（1028）は、胴部から底部にかけての破片で、胴部最大径19.7cm、底部6.3cmである。胴部は無文、

底部は平底である。内面には、幅約５cmにわたって炭化物の付着がみられる。輪積み痕がよく観察で

き、その幅は約６cmである。炉内に敷かれていたためか、外面は被熱を受け赤色化している。第III群
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４類ｂ種と考えられる。

（1029）は、ＳＢ２の床面に埋設されていた土器で、胴下半から底部片である。外面は無文で、残存

高4.5cm、底部径6.0cmで、底部は平底である。

（1030.1031）は、ＳＢ２のＰ９より出土した士器で、（1030）は、内湾する口縁部で撚糸文を地文と

し、口縁上端部に棒状工具による沈線１条を横位に引き、その下に交互刺突を施している。そして、

その下には棒状工具による２本の平行した弧状沈線が引かれている。

（1031）は胴部片で、地文には少し粗い撚糸文を左上から右下へ斜めに施している。径５mm程度の

円棒状工具による連弧状沈線３条が引かれている。第III群３類の里木II式に類似する土器で、（1030）

はｃ種、（1031）はｂ種である。

（1032～1075)はＳＢ２の覆土より出土した土器で、このうち（1032～1048）は地文に撚糸文を施す。

第III群３類の里木11式に類似する土器である。（１０３２～1041）は口縁部片で、（１０３２～1034）には半裁

竹管状工具による平行沈線文（ａ種）が施され、（1035）には、細い粘土紐を貼付し、２本の平行沈線

間に斜格子目を作り出している（ｆ種)。（1036）は撚糸文だけがみられる（ｄ種)。

（1037）と（1038）は同一個体で、磨耗が激しく明瞭ではないが、平行した２本の沈線間に交互刺

突が施されている。（1041）も同様である。（1039）は棒状工具による１条の沈線の下に交互刺突が施

され、（1040）は平行沈線の間に刺突列がみられる。

（1042～1048）は胴部片で、（1042～1046）には半裁竹管状工具による平行沈線文やコンパス文がみ

られ（ａ種)、（1047.1048）には左上から右下へやや斜行する撚糸文が施されている。

（１０４９～1069)は第III群４類、咲畑式士器で、（1049～1064,1068～1069)は口縁部片である。（1049）

は棒状工具による２条の平行線とその下に刺突がみられ、ＳＢ２の炉内に敷かれていた土器

（1025～1027）と同一個体の可能性が強い。

（1050.1051）は隆帯によって渦巻文等を描いており（ａ種)、半裁竹管状工具の押引きによる連続

爪形文が施されている。（1050）には素麺状の粘土紐による格子目文もみられる。

（１０５３～1058）は沈線によって渦巻文等を表現しており（ｂ種)、（1053.1054）には半裁竹管状工

具による連続刺突や押引き沈線文がみられる。（1059～1063)には棒状工具や円管状工具による交互刺

突および刺突列が施され（ｂ種)、このうち（1059）は平行沈線間に交互刺突が、（１０６０）は口縁上端

部に刺突列を施し、その下に沈線で表現された渦巻文も認められる。

（1061）は口縁上端部に刺突列を施し、その下に沈線３条が引かれている。

（1062）は１条の沈線の下に竹管状工具による刺突列を施している。

（1063)は平行沈線間に刺突列を施している。（1059～1063)はいずれも地文および区画内は無文で、

撚糸を地文とする（1037～1041）とは異なる。

（１０６４．１０６８．１０６９）は口辱部に刺突を施しており（ｄ種)、（1068.1069同一個体か）は波状口

縁で、口縁に平行して２条の沈線を引き、さらに波頂部の下には、同様の工具による縦に引かれた３

本の単沈線がみられる。炉畑遺跡第II群１類土器')に類例がある。

（1065～1067）は胴部片で、棒状工具による波状文や連弧状沈線が引かれている。

（1070～1075）はそれ以外の土器で、このうち（1070.1071）は前期後葉から末葉の土器（第II群

１類)である。（1070)は口縁部内面を肥厚させ、その上に縄文を充填している。外面にも縄文を施し、
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口唇部は刻み状に連続刺突している。

（1071）は地文が縄文で－部に爪の跡が残る。細い粘土紐を貼付し、その上から断面Ｖ字状の工具

による連続刺突を施した特殊突帯文もみられる。ＳＢ２の周辺からは、比較的多くの前期後葉から末葉

の土器が出土しており、それらの一部がＳＢ２の覆土に混入したものと考えられる。

（1072）は、幅約５mmの貼付隆帯で渦巻文を作り、その上を径約１mmの細い棒状工具で密な刺突を

施している。

（1073）は半裁竹管状工具による半隆起線を縦に引いており、北陸の上山田式土器と考えられる｡2）

（1074）は無文の粗製土器で、キャリパー形の器形を呈する口縁部片である。口縁端部は、折り返

し気味に仕上げられている。やや厚手である。

（1075）はキャリパー形器形を呈する士器の頚部から胴部片で、外面は無文であるが、黒褐色の薄

手の土器である。内面の頚部付近には、黒褐色の有機質の付着がみられ、その中の上部には一部赤褐

色の部分もみられる。内容物の可能性も考えられる。

1）「炉畑遺跡発掘報告書』各務原市教育委員会1973年図版１８

２）南久和氏のご教示による。

（３）第３号住居跡（ＳＢ３）（第40図1011～1018図版13）

第３号住居跡からは、６０点の土器が出士した。炉内から13点が出土した以外は、覆土からの出土で

ほとんどが小片である。このうち８点を図示した。

（１０１２）は炉内からの出土で、口縁端部内外面を肥厚させ、縄文を充填し、さらに口唇部に粘土紐

を貼り、断面Ｖ字状の工具で内と外から=状に密な刺突を施している。前期末葉の大歳山式土器に比定

される。他は覆土からの出土で、（1011)は口縁端部内外面を肥厚させ、縄文を充填し、口唇部に刻み

を施している。（1013)は縄文地に細い粘土紐を貼り付けて、その上を断面Ｖ字状の工具で比較的密な

連続刺突を施す。特殊突帯が認められる。焼成良好で薄手の土器である。（1014.1015）は縄文地に細

い粘土紐を貼り付けて、指でつまんで断面三角形状の突帯を作り出し、（1015)は突帯上に縄文を転が

している。（１０１１～１０１５）は第II群、前期後葉から末葉の土器である。

（1016～1018)は、撚糸文地で、（1016）.（1017)は半裁竹管状工具による平行沈線が施されており、

第III群３類、里木Ⅱ式に類似する土器である。

（４）第４号住居跡（ＳＢ４）（第40図1019～1021図版13）

第４号住居跡から、炉内および炉の付近で床に近いと考えられる層位から土器の小片７点が出土し

た。このうち３点を図示した。

（１０１９）は小片ながら、撚糸文地がみられる。（1020.1021）は同一個体で、貼付隆帯による曲線文

様を描いている。隆帯の両サイドには、幅２～３ｍｍ程度の沈線もみられる。胎士には、雲母を含んで

いる。（1021）が炉内からの出土で、他の２点は炉付近の床に近い層位からの出土である。
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（５）第５号住居跡（ＳＢ５）（第４４．４５図1076～1086図版１３．１７）

（1076）は埋甕として転用されていた土器で、完形で出土した。高さ45.4cm、口径33cm、底径11ｃｍ

で、底部には約７cmの穿孔がみられる。器形は緩いキヤリパー形器形をしている。８単位の小波状口

縁で、上から見ると円形ではなく、四ないしは八角形状をしてる。口縁部には、太めの粘土紐による

隆帯を貼付して、渦巻文や楕円形区画を作り出している。渦巻文は波頂部の下に位置するが、楕円形

区画を形成する隆帯の右端にくるものと、左端にくるもの、左右にくるものとがある。波頂部から縦

に垂下する渦巻文もみられる。隆帯上は、径３mm程度の円棒状工具で縦および少し斜めに刻んでいる。

縦の刻みは区画内に全部に及ぶものではなく、部分的である。口縁端部にも粘土紐を貼付し、口唇部

への刻みも一部にみられるが、埋甕として逆位に立てられていた口唇部の磨耗が激しいために不明瞭

である。波頂部の口唇は、少し厚手で面をもたせ、平坦に仕上げられたところもみられる。頚部には

無文帯があり、〈ぴれ部には径５mm程度の円棒状工具による連弧文４条が引かれている。－番下の

連弧文の右端は、小さな渦巻文となっている。胴部以下は、無文である。胴部以下が長く、ずんどう

な感じを受ける。非常に厚手の土器で器厚は、1.0～1.4cmである。土器の内面には、粘土輪積み痕が

明瞭に残り、粘土の幅は1.5～2.5cmである。内面胴下半部には、炭化物が付着し、外面にも煤がみら

れる。底部は平底である。第III群４類ａ種、咲畑式土器である。

（1077.1078）は同一個体で、（1076）の出土したＰ２より出土した。キャリパー形の器形で、小波

状口縁を呈する。８単位で上からみると（1076）同様に四ないしは八角形になると考えられる。径５

mm程度の円棒状工具による沈線で文様を描き、口縁に平行に１条の沈線を引き、波頂部には短沈線５

本を縦に雨垂れ状に引いている。そしてその下に渦巻文を縦にＳ字状に(上の方が渦が大きく２重に）

引いている。渦巻文と渦巻文の間には、３本の沈線（３本のうち、内側の一本は閉じており、外側の

２本は口縁の方に開いている）による楕円形区画を描いており、その下にも横位の沈線２条を引き、

この沈線の端は蕨手状（小渦巻状）になっている。頚部には無文帯がみられるが、その上には、縦の

線で区画された中に横位の沈線２本がみられ、その下側には、７条の横位の沈線を連弧状に引いてい

る。７条の沈線の間には、波頂部渦巻文の下から垂下する２本の沈線を引き区画している。この２本

の沈線は、口縁部方向が少し開き気味に広くなり、その間に同様の工具による雨垂れ状の刺突を施し

ている。残存部では刺突が２ケ所みられる。地は無文で、器厚５～８mmと比較的薄手である。第III群

４類ｂ種、咲畑式土器である。

（1079～1086)はＳＢ５の覆土より出土したもので、（1079～1081)は同一個体である。（1079)はキャ

リパー形器形の口縁部で、文様は棒状工具による沈線で描かれている。まず、口縁に平行して横位に

１条の沈線を引き、その下に６単位で渦巻文を描き、その間には楕円形区画を描いている。楕円形区

画内には縄文を充填し、区画の下には弧状沈線２本が引かれている。焼成は良好で、胎土には雲母も

みられる。第III群４類ｂ種、咲畑式土器である。

（1082.1083）は咲畑式の口縁部で、棒状工具による沈線で楕円形区画を描き、区画内にそれぞれ

縄文・斜行沈線を充填している。（1084～1086）は地文に撚糸文がみられ、（1084）には横位の沈線も

みられる。第III群３類土器である。
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（６）第６号住居跡（ＳＢ６）（第46～50図1087～1143図版18～20）

（1087～1089）はＳＢ６の石囲炉内に敷かれていた土器である。（1087）は極端なキャリパー形口縁

をもつ器形を呈し、口縁部は約45.の角度で内側へ立ち上がり、４単位の波状口縁である。地に撚糸文

（と考えられる文様）を充填し、その上に幅約６mmの円棒状工具による沈線で文様を描いている。撚

糸文は、楕円形区画内を中心に、渦巻文の辺りや胴部にもわずかにみられる。沈線による文様は、口

縁部に１本横位に引き、波頂部には縦に２本以上の短い沈線を含む（残存部からはこれ以上は不明）

文様を描き、それらの間に楕円形区画を描いている。頚部には無文帯をもち、〈ぴれ部には、やはり

円棒状工具による３条の連弧状の沈線を描いている。復元による高さは約33cm、口径25.5cm、口縁部

最大径32.4cm、胴部最大径18.6cm、底径5.2cmである。底部は平底。なお、胴部の粘土輪積み痕はよく

残り、幅２～2.5cmを測る。（1087)は器形や文様の構成からは、第III群４類の咲畑式土器と考えたい。

しかし、地文に撚糸文が認められることから第III群３類里木11式に類似する土器との関連も否定でき

ない。

（1088）は口縁部片で、（1087）とよく似ているが別固体である。波状口縁を呈し、棒状工具による

沈線で渦巻文・楕円形区画を描いている。すなわち、口縁に平行して横位に１条の沈線を引き、その

下に楕円形区画を描き、さらにその下には弧状沈線２条を横位に引いている。波頂部の下には、渦巻

文が描かれている。（1088）は、後で述べる（1099）と同一個体の可能`性がある。（1099）はＳＢ６の床

面直上に近い覆土最下層で出土しており、その破片が炉内に入った可能性も高い。

（1089）はキャリパー形口縁をもち、沈線で文様を描いており、第III群４類ｂ種、咲畑式土器であ

る。口縁部は平口縁である。無文地に幅５mm程度の円棒状工具による沈線で文様を描いており、文様

はまず口縁に平行に１本の沈線を引き、その中を半裁竹管状工具による爪型の連続刺突で充填してい

る。その沈線の下から縦に約1.5cmの長さで垂下する２本の沈線と楕円形区画を描いている。楕円形区

画を描く沈線のうち、内側の沈線は閉じているのに対して、外側の沈線は口縁に平行する沈線の下か

ら引かれ閉じていない。この沈線は、楕円形区画の下で左から右巻きの渦巻文となり、沈線内には半

裁竹管状工具による爪型の連続刺突が施されている。楕円形区画外側の沈線のさらに外側にも沈線が

引かれ、この沈線は縦に垂下する２本の沈線の下で左から右巻きの渦巻文を描いている。２本の沈線

の下の渦巻文と、楕円形区画の下の渦巻文の間にも、１条の沈線が横位に引かれている。無文帯を挟

んで、頚部の下に同じ円棒状工具による３条の連弧文を、左から右へと引いている。復元による高さ

は約23cmと（1087）と比べて小さい。なお、胴部内面には、幅約７cmにわたっての炭化物の付着がみ

られる。（1089)は口縁部がかなりの角度で内湾し、上から傭嗽した感じなど、炉畑遺跡の第１群土器

と酷似している。

（1090）はＳＢ６のP13より出土した埋甕で、現存する高さは38.9cm、口径32.5cm、底径5.2cmであ

る。器形は、緩いキャリパー形をしており、口縁部は欠損している。逆位で埋められていたことから、

口縁部は意図的に打ち欠かれたことが考えられる。胴部には、胴下半部を除く全面に幅の狭い櫛状工

具による条線を縦（口縁部は少し斜め）に引いている。条線の単位についてははっきりしないが、明

瞭な線と弱い線とがみられる。底部は凹み底であったものに、埋甕として利用する際に穿孔した径約

3.5cmの円形の穴がみられる。外面には下半部をのぞき、全面に煤の付着がみられる。下半部は煮炊き

の際の被熱のために残存状況が不良である。内面には、下半部に幅約4.5cmにわたっての炭化物の付着
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がみられる。器形や底部の特徴、また、胴部文様（地が条線文）等より、第III群３類ｅ種の里木Ⅱ式

に類似する土器と考えられる。

（1091)はＳＢ６のP14より出土した。口縁部片で、内湾する口縁上端部の貼付隆帯に刺突を加えて

眼鏡状の浮線文を作り出している。その下にも貼付隆帯による文様を描いている。これは、第III群１

類ｂ種の船元Ⅲ式が在地化したものと考えられる。なお、（1240,94頁)とよく似ており、同一個体の

可能性もある。

（1092.1093）はそれぞれＳＢ６のＰ５・Ｐ１，（1094.1095）はＳＢ６のＰ1３（埋甕の出土したピッ

ト）より出土し、第III群４類の咲畑式土器である。（１０９２）は貼付隆帯により渦巻文･楕円形区画を描

いている。楕円形区画の上側の隆帯の下側には径４mm程度の棒状工具による刺突列を施している。区

画内は無文である。波状口縁を呈し、口縁端部は、断面三角形状に先端部を尖らせている。

（1093）は棒状工具による沈線で渦巻文等の文様を描いており、口縁上端部には、２本の平行な沈

線を引き、その間に同様の工具による連続刺突を施している。波状口縁を呈し、波頂部には、３本の

縦の沈線を引き、その下に渦巻文を描いている。渦巻文の隣には楕円形区画もみられる。

（1094.1095）は口縁部片で、先端部を欠損しているが、棒状工具による沈線で文様を描いており、

半裁竹管状工具の連続刺突による爪形文もみられる。

（1096.1097)はＳＢ６の床面に埋設されていた土器で、いずれも胴下半から底部のみである。（1096）

は残存高5.9cm、胴部最大径9.9cm、底径4.8cmと小さく、底部は凹み底である。胴部は無文であるが、

底部の特徴より第III群３類の里木11式に類似する土器と考えたい。器厚は４～５mmとかなり薄い。

（1097）は器厚８～９mmとかなり厚手で、残存高8.1cm、胴部最大径16.2cm、底径6.0cmである。胴

部は無文で、緩い尖底状であるが途中に一段をつくる。床面に埋設するために意図的にこのような底

部の形状に作った可能性も考えられる。

（1098)はＳＢ６の覆土より出土した土器でキャリパー形器形の口縁部片である。復元による口径は

31.4cm、口縁部最大径37.4cm、残存高１０．５cmである。径５～６mmの円棒状工具による沈線で口縁部に

口縁に平行して１条の沈線を引き、右巻きの渦巻文を４単位で描き、その下には雨垂れ状の沈線を５

本縦に引いている。４単位の渦巻文の中間点には、３本の縦の沈線を引き、この沈線と渦巻文の間に

は楕円形区画を描いている。区画内は、縄文を充填している。楕円形区画と３本の沈線の下には、３

本の沈線の下で山状に盛り上がり、渦巻文の下へと回り込む１条の沈線を引き、３本沈線の下には、

同様の短い沈線１条を引いている。頚部には無文帯がくる。焼成良好、色調は黄榿から明黄褐色であ

る。

（1099)はＳＢ６の覆土最下層の床面直上付近で出土したもので、底部を除いてほぼ完全に復元でき

た。底部を除いた高さ47cm、口径33.4cm、口縁部最大径41.8cm、頚部径31.8cm、胴部最大径32.4cmで

ある。キャリパー形の器形を呈するが、胴部が太く、頚部のくびれも緩やかである。口縁部はＳＢ６の

炉内に敷かれていた（1087）と同じように、約45゜の角度で斜めに立ち上がる。波状口縁を呈し６ケ所

に波頂部をもつ。このような器形の類例としては、栃川遺跡（福井県朝日町）出土咲畑・醍醐様式の

土器')や、少ケ野遺跡（岐阜県下呂町）の土器2)があげられる。文様は、無文地に径５mm程度の円棒状

工具による沈線で描かれており、まず口縁部には、口縁に沿って１条の沈線を引き、波頂部と波底部

には渦巻文（波底部の文様は円形の可能性も考えられる）を描き、その間に楕円形区画文および楕円
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第48図ＳＢ６覆土下層出土土器



8２第４章縄文時代の遺構と遺物

文の下の弧状沈線を入れている。さらにその下には、波底部の渦巻文の両サイドで下へ垂下する１条

の沈線を引いている。無文帯を挟んで頚部のすぐ下には、小波状の沈線文１条と、その下に３条の連

弧文を引いている。土器の外面、胴中央部から口縁の最大外反部まではかなりの煤が付着している。

内面、胴下半部には、幅約８cmの炭化物の付着がみられる。（1099）はＳＢ６の炉内で出土した（1088）

と同一個体の可能性もあり、そうだとしたら、（１０９９）ではつかめなかった波頂部の渦巻文は（1088）

のように右巻き３重の渦巻文と考えられる。

（1100～1143）はＳＢ６の覆土中より出土した土器で、このうち（1100.1101）は第１群１類の高山

寺式土器、（1102～1122）は第III群３類の里木11式類似土器、（1123～1142）は第III群４類の咲畑式土

器、（１１４３）は第III群５類その他の中期の土器である。以下、個々については簡単に述べる。

（1100.1101）の外面には楕円形の押型文がみられ、（1100）の内面には幅広の斜行沈線が左上から

右下へ引かれている。次に、（１１０２～１１２２）は、地文に撚糸文の施されたもので、（1102～1108,

1113～1114）は口縁部片である。（1102）は小波状口縁を呈し、波頂部には半裁竹管状工具による平行

沈線２本が縦に引かれ、その間には刺突列を施している。（1103.1106.1107）にはコンパス文や平行

沈線文がみられ、（１１０７）の口縁端部には内傾する平坦面がみられる。

波状口縁を呈すると考えられる（1104.1105）は同一個体で棒状工具による沈線で波状文や弧状線を

引いている。（1108）は口縁端部を欠損するが、平行沈線文がみられる。

（1113.1114）はキャリパー形の器形を呈する土器の口縁部で、（1114）の口縁端部は少し立ち上が

り気味に仕上げられている。棒状工具による沈線で楕円形区画などの文様を描いているが、区画の内

外に撚糸文が施きれ、ここでは、第III群３類の里木Ⅱ式に類似する土器とした。しかし、器形や文様

に第III群４類の咲畑式との関連もみられる。

（1109～１１１２）は胴部片で半裁竹管状工具による平行沈線文で弧状文や波状文を引いている。

（1115～1122）も胴部片で（1115～1118）には撚糸文のみがみられる。（１１１９～1122）は同一個体で、

７本の歯をもつ櫛歯状工具で、波状文や弧状文を引いている。（１１１９)には、頚部無文帯もみられる。

（１１２３～1142）は、第III群４類の咲畑式土器で、（1141.1142）以外は口縁部片である。（1123～1128）

は隆帯によって渦巻文やそれに連なる弧状文を描くもの（ａ種）で、（1123～1125）の沈線内には、半

裁竹管状工具の連続刺突や押引きによる爪形文がみられる。（1126)は２本の隆帯で渦巻文を描いてい

る。（1127.1128）の楕円形区画の下には、小さな（楕）円形の文様もみられる。

（1129～1134）は楕円形区画や渦巻文を沈線で表現しているもの（ｂ種）で、（1129）には沈線内に

刺突列もみられる。（1135.1136）は隆帯の下部に棒状工具による刺突列のみられるもので同一個体と

考えられる。ＳＢ６のＰ５出土の（1092）とも同一個体の可能性がある。（1137.1138）にも刺突列がみ

られ、（1137）は隆帯上に刺突を施している。（１１３９）は波状口縁を呈し、波頂部には橋状把手がつき、

その上と下の面には横からのびる棒状工具による沈線で渦巻文が描かれている。

（1140）には縄文が充填されている。（1141.1142）には、棒状工具による連弧状沈線が引かれてい

る。（1143)は胴部片で、左上から右下へ斜行する撚糸文とみられる地文が施されている。その上に径

５mm程の半裁竹管状工具による半隆起線で同心円状の曲線文様を描いている。右端には、同様の工具

の背によると考えられる沈線もみられる。器厚1.2～1.3cmとかなり厚手である。色調は燈からにぶい

黄燈色で、胎士も他の土器とは異なり搬入品の可能性も考えられる。内面には一面に炭化物の付着が
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みられる。

1）縄文土器大観３８１３

２）縄文土器大観３８１０
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（７）第７号住居跡（ＳＢ７）（第51図1144～1146図版20）

（1146)はＳＢ７の石囲炉の南東50cm程の地点で横位につぶれた状態で出土した。口縁端部と底部を

欠く。残存高は24.5cmである。頚部がくびれ、頚部から口縁部にかけて外反する器形である。口縁端

部は欠損しているが、意図的に打ち欠いたような割れ方をしている。全体の器形は不明であるが、お

そらく口縁部は内湾し、キャリパー形になると考えられる。地は無文であるが、－部条痕文（貝殻腹

縁状の工具で縦に引いている）のみられる所もある。最初に条痕調整を施したのち、ナデ消したもの

と考えられる。頚部には、径３～４ｍｍ程度の円棒状工具による刺突を横位に列点状に入れている。刺
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突の間隔はまちまちである。第III群４類ｄ種の土器である。

（１１４４．１１４５）は、（１１４６）のすぐ隣（西）で出土した。２点とも地文に撚糸文が施され、（１１４４）

は棒状工具による横位の沈線２本がみられる。第III群３類の土器である。

（８）第８号住居跡（ＳＢ８）（第51図1147～1149図版20）

（1147～1149）は、ＳＢ８石囲炉内より出土し、同一個体である。（1147）は胴部片で、径約27.5cmで

ある。地文には撚糸文が施されている。粘士輪積み痕が明瞭に残り、その幅は、約2.5cmである。第３

群３類、里木Ⅱ式に類似する土器である。
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（９）土器埋設遺構の土器について（第51図１１５０図版20）

（1150)は、土器埋設遺構より出土した土器で、胴下半から底部片である。地は無文で、残存高30.0

cm、底径5.6cm、底部は里木11式にみられる凹み底で、第III群３類土器と考えられる。なお、内面に幅

５cmほどの炭化物付着がみられる。

（10ビット（Ｐ）・土坑（SK）出土土器（第52図1151～1180図版21）

（１１５１～1180）は、ピット（Ｐ）・士坑（ＳＫ）出土土器である。以下、個々について簡単に触れてい

く。（1151～1155）はP580より出土した。すべて第II群の前期後葉から末葉にかけての土器である。

（1151）は口縁部片で、口縁端部内外面を肥厚させ、内面に縄文を充填している。（1152.1153）は胴

部片で､(1152)は細い粘土紐を貼り付け､断面Ｖ字状の工具で比較的密に押し引いて特殊突帯文を作っ

ている。（1153)は粘土紐を貼付し、その両側を指で押さえ、その上に縄文を充填している。地文にも

その際についた縄文がみられる。（1154)は底部片で、底部側縁に工具による刻みがみられる。（1155）

は細い粘土紐を同心円状に貼付し、その上を半裁竹管状工具で押し引いた結節浮線文がみられる。

（１１５１～1154）は北白)||下層Ⅲ式から大歳山式土器（１類)、（1155）は諸磯ｃ式から十三菩提式土器

（２類）である。（1156）はP139より出土し、半裁竹管状工具による押引き沈線や刺突がみられる。

（1155）同様第II群２類土器である。

（1157～１１６２）はPl36より出土した。（1157.1158）は同一個体で、口径は約13cm、口縁部最大径

は約16.7ｃｍと小型で、キャリパー器形を呈する。小波状口縁で４単位と考えられる。口縁上端部には

半裁竹管状工具で平行沈線を引き、沈線内に棒状工具による交互刺突を施している。その下には、同

様の工具による沈線で渦巻文や弧状沈線を描いている。沈線は２本が－組となり、２本がからむ形で

渦巻文となる。渦巻文は波頂部・波底部にくる。さらにその下の一番張り出した部分には、同様の工

具による刺突列１条が施されている。口縁部（1157）はローリングが激しく地文についてははっきり

しないが、同一個体の胴部と考えられる（１１５８）には地文として撚糸文が施され、棒状工具による横

位の沈線４条と、その下に引かれた波状文１条がみられる。土器の色調は燈色を呈する。地文に撚糸

文をもつことより、第III群３類ｃ種、里木II式に類似する土器と考えられる。（1159)も胴部片で、撚

糸文地に棒状工具による横位の沈線が引かれている。（1160.1161）は、無文地に棒状工具による沈線

が引かれ、特に（1160）の頚部に引かれた沈線は右端に下向きの渦巻文がみられる。（1162）は底部お

よび胴下半部で、底部は平底、底径9.2cmである。

（1163～1165,1168～1170,1173～1175）は地文に撚糸文をもつもので、第III群３類、里木11式に

類似する土器である。（1163）には口縁上端部にコンパス文と平行沈線文が、（1164）には平行沈線文、

（1168）にはコンパス文が施されている。（1165）には、貼付隆帯による文様が施されている。

（1166.1167,1171.1172,1177）は、第III群４類咲畑式の口縁部片で、（1166）には棒状工具の沈

線による渦巻文とその下部に横位に施された刺突列がみられる。（１１７１)も棒状工具の沈線による渦巻

文等の文様が施され、（1167.1172）には沈線内に半裁竹管状工具による連続刺突や押引きが施されて

いる。（1167）には円形の刺突もみられる。（1177）は口縁上端部に刺突列が施され、その下に棒状工

具による沈線３条が引かれている。（１１７６)は波状口縁で丸く整形されており、口縁端部外面を肥厚さ

せ、その下に、指頭によって撫で引いたと考えられる痕や、半裁竹管状工具による半隆起線上の押引
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きがみられる。（1175）と共にP555より出土しており、中期後葉と考えられるが、型式名等不詳であ

る。なお、（1165）と（1166）はＳＫｌ８より出士しており、（1170）と（1171）はＳＫ１９より共に出土し

ている。（1178）と（１１７９）は同一個体で、ＳＫｌｌからの出土である。（1179）は口縁部片で、外面に３

条、内面に１条の貼付隆帯がみられる。そして、外面は上からの２本の隆帯の上に、内面は口縁端部

の内面と口唇部にへら状工具による刻み状の沈線がみられる。時期・型式名等不詳である。

（1180)はＳＫ８７より出土した。眼鏡状の浮線文３条が横走するのが認められる。阿弥陀堂式に類似

する浅鉢で、第Ｖ群、晩期から弥生時代前期の土器である。

3．包含層から出土した土器

第１群土器縄文時代早期の土器（第５３．５４図1181～1199、図版２２．２４）

縄文時代早期の土器は、124点出土した。そのほとんどは、外面に回転押型文(押型文は楕円形）の

施された厚手の土器で、高山寺式土器である。その大半は、４Ｌ・４Ｍ.５Ｌグリッドの黄褐色土層

（Ⅲ層）中より出土した。点数は多いが、個体数としてはそれほど多くないと思われる。ここでは、

高山寺式土器のうち17点、その他の早期の土器２点を図示した。

１類高山寺式士器（第53.54図1181～1197、図版22.24）

（1181～1197)が高山寺式土器である。（1181.1182）は同一個体で、外面には、縦方向の楕円形(先

端部が尖り、やや菱形気味の押型文）が、また内面には、幅広の斜行沈線が左上から右下に引かれて

いる。口縁部がやや薄いものの、下へいくほど器壁は厚い。

（1183～1187）も同一個体と考えられる。外面には左上へ流れる大粒の楕円形の押型文が、また内

面には、幅広の斜行沈線が左上から右下に引かれている。

（1183～1186）は、口縁部で（1181.1182）同様に外反する器形である。（1187）は、胴部片で、内

面の斜行沈線が丁度なくなる部分である。いずれもかなり厚手である。なお、（１１８３～1186)の外面に

は横位の傷状の線がみられるが、これも焼成前につけられたものと思われる。（１１８８)の内面にも、上

の端に斜行沈線がみられる。（1190.1191）も、内面の斜行沈線が丁度なくなる部分である。（1189.

1192）の内面には斜行沈線がみられず、胴下半部と考えられる。（1193）は、底部片で尖底である。

（1194～1197）は、外反する口縁部で、外面には楕円形の押型文、内面には左上から右下に引かれ

た幅広の斜行沈線がみられる。（1194.1197）は、他と比べやや薄手である。
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２類その他の土器（第54図1198.1199、図版24）

（１１９８）は、厚手の繊維入り土器で、外面には屈曲がみられる。外面の上段には、絡条体の圧痕が

みられる。

（1199）は、器厚約５mmと薄手の土器で、口縁部及びその下に粘土紐を貼り付けた幅７～９mmの低

い隆帯３条がみられる。そして、隆帯上及びその下の地の部分にかけて、貝殻によると思われる条痕

が施されている。また、口唇部にも、貝殻腹縁による刻みが施されており、内面には、粘士紐を貼り

付ける際にできたと思われる指頭圧痕も観察できる。早期末葉の東海条痕文系の土器（塩屋式）と思

われる。
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第II群土器縄文時代前期後葉から末葉の土器（第５４．５５図1200～1232図版２３．２４）

1類北白川下層ⅡI式から大歳山式土器（第55図1208～1232図版23）

（1208～1213）は、口縁部で波状口縁を呈し、口縁端部内側を肥厚きせ縄文帯を持つものである。

外面には、細い粘土紐を貼付した突帯で文様を描き、（1208～1212)は、突帯上に縄文を転がしている。

なお（1208～1210）は同一個体である。（1212）は口縁端部に面を持つ。（1213）は、山形になった波

頂部の中央が、やや凹んだ面になっている。

（1214～1219)は、平口縁であり、口縁端部内側を肥厚させ、縄文帯を持つものである。（1214～1218）

は、口唇部に刻み目を施している。（1219)は、口縁端部外面にも縄文帯をつくり、粘土紐を縦に貼付

して、断面Ｖ字状の工具で押さえている。

（1214.1215)は、外面に縄文を施し、（1216～1218)は、外面に細い粘土紐を貼付して突帯をつくっ

ている。（1216）は、突帯上に縄文を転がし、（1217）は、突帯をつまみだしており、（1218）は、突帯

上を断面Ｖ字状の工具で押し引いている。

（1220～1227）は胴部片で、いずれも縄文もしくは無文地に細い粘土紐を貼り付けた突帯で円や曲

線などの文様を描いている。（1220～1223)は、突帯が比較的低く、また、突帯上を押し引いた工具の

幅が狭いので、粘土のはみ出しがみられる。それに対して（1224～1227）は、突帯が比較的高く、中

でも（1225～1227）は、断面Ｖ字状の工具で押し引いた特殊突帯文がみられる。特に（1227）は、断

面Ｖ字状の工具で密な押し引きを施しており、工具の幅も広くなり、粘土のはみ出しがみられない。

（1228～1232）は、底部片で、いずれも底部側縁に一定間隔で工具による刻みや指頭による押圧が

みられる。特に（1232）は、指頭による押圧が深く残る。

２類その他の土器（第54図1200～１２０７図版24）

（1200～1207）は、結節浮線文や刺突のみられるもので、諸磯ｃ式～十三菩提式土器と考えられる。

（'200.1201.1203.1204）は、細い粘土紐を同心円状に貼付し、その上を半裁竹管状工具で押し引

いている。（1203）は、底部で胴最下部に横位の結節浮線３条がみられる。

（1202）は、波状口縁を呈し、端部内面を肥厚させるとともに、波頂部を小突起状に仕上げている。

（1206.1207）は、同一個体で、外反する口縁部片である。径７mm程度の半裁竹管状工具による刺

突列や押し引き沈線がみられる。口縁端部には、粘土紐を貼り付けて耳状突起のように仕上げている。

（1205.1206.1207）は、赤褐色で胎士・焼成も他と異なり搬入品の可能性も考えられる。
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第３節遺物１１７

第９表剥片集積（Ｐ585）出土剥片観察表

１０５０１

１８１０

１１４ １０

１０

２１３ １１３

１０

1２４ １５

１１ １８

０６ １１６ １０

１３

１４５１３

５１４ ２６８ １１７

１００４１

８１ １１５ １４

１１７ 0６１

５１８

１１２５１９

０６５６

１２ １０９

注ｌ剥離角

色々な計測位置があるようだが、ここでは打面と「バルブ

の頂点」との角度を測る

注２末端形

フェザー（通常）

ヒンジ（ちようつがい状）

ステップ（階段状）

注３バルブの発達度基準

強一側面、打面から見て、大きくはっきり丸みがある

中一側面からは明確でないが打面から見ると丸みがある

弱一側面、打面から見て丸みがはっきりしない

注４長幅地＝全長／最大幅

No. 遺物番号 全長(m､）
最大幅
(m､）

最大厚
(m､）

質量(９） 剥離角 末端形
(ヒンジの有無）

バルブの

発達度
自然面
有

節理面
有無

長幅比

１ 501 5２ 5０ 1４ 2９．８ ヒンジ 無 有 1．０４

２ 502 3３ 3９ 1３ 1９．６ ヒンジ 有 0．８５

３ 503 7４ 4１ 1０ 2８．１ 9３ ステップ 弱 有 １．８０

４ 504 3５ 3２ ７ 5.8 114 ステップ
。

中 有 有 1．０９

５ 505 3９ 5５ 1３ 3０．０ フェザー 有 0．７１

６ 506 4９ 4８ 1３ 3１．０ ヒンジ 有 1．０２

７ 507 4１ 4２ １３ 2１．３ １１３ ヒンジ 強 有 有 ０．９８

８ 508 5０ 4８ 1０ 2３．８ フェザー 有 有 １．０４

９ 509 4４ 2８ ８ 9.8 124 ステップ 強 有 1．５７

1０ 510 3６ 4７ 1１ １８．７ 9５ フェザー 強 有 有 ０．７７

1１ 511 4４ 4４ １１ 3０．６ 1１６ ステップ
｡

強 有 有 １．００

1２ 512 5５ 4１ 1２ 2３．３ 107
フェザー

(ヒンジも有） 中 有 1．３４

1３ 513 5０ 3５ 1３ 2３．４ フェザー 有 １．４３

１４ 514 6１ 5２ 1１ 2６．８ 105 ヒンジ 強 有 有 １．１７

1５ 515 4３ 4１ １１ 2０．２ １００ ヒンジ 中 有 有 １．０５

1６ 516 5２ 3６ 2０ 38.1 115 ステップ 弱 有 有 1．４４

１７ 517 3６ 5９ 1２ 2４．４ １１７ ヒンジ 中 有 有 0．６１

1８ 518 4６ 5２ 1３ 3４．０ １０７ ヒンジ 強 有 有 0．８８

１９ 519 5３ 4６ 1４ 2４．５ 112 フェザー 強 有 有 1．１５

2０ 520 5６ 4４ １２ 3０．６ ステップ 有 １．２７

合計

平均 4７ 4４ 1２

493.8

2４．７ 109

フェザー６
ヒンジ８

ステップ６

７
４
２
７

強
中
弱
他

有１３

無７

有１８

２

平均

1．１１
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万 501と505の接合資料
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第69図Ｐ585出土剥片(1)



第３節遺物１１９

ｉ

Ｗ

ｌ

！’三J
５０９

－ ５１５

Ｃ二つ

』一 一
>>１Ｎ
、〈＝

、

５１０

<＜三二二二］、二一二

とう率□’

町

へ

ﾆｺ,uごコ ン’

517

村
引－－－－

ﾐマヲ

Ｔ､、且

．（､、 い:

ヘ

ー

５１２

～＜ﾐエ
518

５１３

こつ＜三つ
一二コ５１９＜_二二コ

〃

（

Ｉｉｌ
(１．

ﾉノＮ
１
１

５２０

＜つ,,c､，
已＝－

＜てつ
５１４

[二二二二二二＞仁二二＞〉

第70図Ｐ585出土剥片(2)



１２０第４章縄文時代の遺構と遺物

幻
○

、一Ｆ、

く二二つと二二〉 Ｃ〉
５２３

Ｃ。 二二コここ二つ524
521

522
525

iimIJJ 炉）

□Ⅷ○＜＞＜つ
５２６ ５２７

、ノ／、

こ。 ！
、ろ

○＜二＞
５３３

５３２

Ｃ＞こて。

５ｃｍ０

こつ○

「
ノ

／」

ご万＞Ｃ二つ<~ニン
529 531

530

Ｃ〕てう＜三＜つ

フーー

＜一つ
Ｃ三つ

（一

536

画
534

唖心
Ｃ＞＜二つ○

５４０ ５４１ ５４２

ＳＫ１７出土切目・打欠石錘

第71図Ｐ586．ＳＫ１７出土石錘

》 、〆

こ－つご=＞Ｃﾆミ
５３９

と二二一二コ 543



第３節遺物１２１

には前述（60頁）の「糸巻きの帯状痕跡」が観察できる。

「糸巻きの帯状痕跡」については、第４節まとめの中（164頁）で考察を試みた。

（５）ＳＫ１７（切目石錘が多数出土した土坑）から出土した石器

ＳＫ１７からも９点の切目石錘（534～542）と打欠石錘１点（543）が出土している（60頁)。これらの

切目石錘および打欠石錘の計測表は第１１表の通りである。

切目石錘はほぼ大きさ、質量がそろっているのに対して、打欠石錘はかなり大きく異なる感じであ

る。なお、切目石錘７点（欠損品を除く）の平均値は全長37mm、全幅24mm、全厚11.7mm、質量14.89

である。石材も切目石錘がすべて砂岩であるのに対して、打欠石錘は泥岩である。

切目石錘９点中、６点（534～539）は被熱しており、それに伴って割れたり、表面が剥がれるよう

に欠損しているものもみられる。そして、この被熱した６点のうち４点(534～537)には、前述の｢糸

巻きの帯状痕跡」が観察でき、特に（534）は片面ではあるが被熱による変色が、「糸巻きの帯状痕跡」

の左右（特に実測図の右側が明瞭に残る）にみられ、このことからも中央の切目に糸状のものが巻か

れていた事がうかがえる好資料である（写真図版36参照)。

第10表Ｐ586出土切目石錘観察表

Ⅱ■■Ｆ丙旧■■■ｎm￣＝－－■鷹■－F甲印画￣厨■
■￣■■■－－￣■、四m■■■Ⅱ■■■■認■
皿＝■■■－－－■研■■届■■■■、印画■録■
Ⅱ■■＝■■■－－－■砥■■面■■■■U■■■￣
■￣■■■－－＝￣■眠■■■■、甲一・－－■
皿一■■■－－－－■函■■■■Ⅱ■■■￣
■￣■■■＝＝￣■既■■旧■■■Ⅱ■■■ロー￣■
I■■＝■■■－－－■田呵￣■■■田扉■■￣關弓
回一■■■－－－－■囲租一一一可
■【■＝■■■■閼露四…￣■、■鰯圧阻一Ⅱ■■■…
Ⅲ￣￣■呵曙四…￣■旧■■両■■■■Ⅱ■■■￣
Ⅲ￣■■■…－－－－■■■U■■■囚用
Ⅲ￣■■■－－－■届■■■■■■Ⅱ■■■￣
囮U■■■■■■Ⅱ■■■－－■■■泊■■■Ⅱ■■■

＊帯痕：糸巻きの帯状痕跡

第11表ＳＫ１７出土石錘観察表

匹冠掘宅■Ｆ■■悪■間石

印因而■■■■■■羅弓－－－Ｆ届■-ｍｍ、￣■
■＝■■■－－－－Ｆ田■■■■￣元
皿＝■■■－－－■旧■■厨■－－－
■■■￣■■■－－－ヱー■■■＝元
■＝■■■－－－■田■■■■■■-句一
m＝■■■－－－画－面■￣
■￣■■■－－－－Ｆ■■■■■■
■■■＝■■■■－－－－－■■■■■■＝
皿＝■■■－－－■￣■ロー￣■■■■￣
圏■■■■■■■■■－－■垣■■■■■■■■■■■■
皿囚而■■■■、卵一■－－Ｆ、■

(534～542切目石錘、５４３打欠石錘）

No. 出土区 層位 石材 全長(m､） 全幅(m､） 全厚(m､） 質量(９） 折損 備考 挿図

１ Ｐ５８６ 砂岩 3６ 2６ ７．５ 1２．３ 帯痕(片） 521

２ 〃 ﾉノ 4３ 3８ ８．８ 2３．５ 522

３ 〃 ﾉノ 4２ 2３ １０．１ １５．１ 帯痕(片） 523

４ ﾉノ 〃 3６ 2６ 1０．３ 1５．９ 524

５ 〃 〃 4７ 3３ ７．７ １９．３ 帯痕(片） 525

６ ﾉノ ﾉノ 4１ 2４ ７．５ １２．４ 526

７ ﾉノ 〃 4８ 2６ １１．５ 2４．１ 527

８ ﾉノ ﾉノ 4７ 2３ １７．２ 2９．７ 帯痕(両） 528

９ ﾉノ ﾉノ 3４ 2９ ９ (12.5） ａ 529

1０ ﾉノ 凝灰岩 3９ 2９ 1４．４ (22.3） ａ 530

11 ﾉノ 安山岩 3８ 2８ １１．７ 1６．８ 531

1２ ﾉノ 砂岩 3７ 2３ ７．６ ９．５ 532

1３ 〃 ﾉノ 5４ 2４ １１．５ 2３．５ 533

平均 3９ 2７ １０．１ １８．４

No. 出土区 層位 石材 全長(m､） 全幅(､､） 全厚(m､） 質量(９） 折損 備考 挿図

１ SＫｌ７ 砂岩 4６ 2５ １０．９ 1８．１ 帯痕(片)．焼 534

２ 〃 ﾉノ 3８ 2６ ９．５ 1３．４ ﾉノ 535

３ ﾉノ ﾉノ 4２ 2２ １１．７ (16.1） ａ ﾉノ 536

４ 〃 ﾉノ 3８ 2２ １３．７ 1７ ﾉノ 537

５ ﾉノ 〃 3１ 2０ 1３．１ 1０．４ 焼 538

６ ﾉノ 〃 (27） (23） (5.9） (3.6） ｂ 、 ． ﾉノ 539

７ ﾉノ ﾉノ 3３ 2６ 1４．７ 1８．４ 540

８ ﾉノ ﾉノ 3２ 2５ ８．３ ８．９ 541

９ ﾉノ ﾉノ 4４ 2３ 1１．７ 1７．５ 542

平均 3７ 2４ 1１．７ 1４．８

１０ SＫｌ７ 泥岩 6８ 3７ ９．２ 3６．８ 543



122第４章縄文時代の遺構と遺物

３．器種ごとの分類

（１）石鑛（544～597）

６９点出土した。石材はチャート６０点・粘板岩４点・黒曜石３点・下呂石１点・不明１点て

域で手に入りやすいチャートや粘板岩が断然多いが、下呂石、黒曜石といった、他地域から

た石材のものも少量ながら存在する。

石鑑の矢先としての機能から、尖頭部と矢柄との装着部である基部に着目して、それぞれ

うに分類した（第72図)｡'）そして、それぞれの石鍼を尖頭部と基部との組合せで分類した。

･黒曜石３点・下呂石１点・不明１点で、徳山地

下呂石、黒曜石といった、他地域から搬入され

それぞれ以下のよ

尖頭部の分類

１類；鋭角な尖頭部を持つもの。

２類；１類と同じだが、全長が長い（全長が全幅の1.5倍以上）’

３類；鈍角な尖頭部を持つもの。

４類；先端が小さく尖り、側縁部の肩が張った形状を持つもの。

もの。

基部の分類

Ａ類；基部の中央部がＵ字型にえぐられているもの。

Ｂ類；凹状のわずかなえぐりの入るもの。

Ｃ類；深いえぐりの入るもの。

Ｄ類；いわゆる平基鋏で、基部が直線状になるもの。

Ｅ類；いわゆる円基鍼で、基部が丸みを帯びて突出するもの。

Ｆ類；いわゆる有茎鍼で、基部に茎を持つもの。

尖頭部の分類

ハ ハハ ハ
1類 2類 ３類 ４類

基部の分類

ＵＵ（／ＪＵ/、ご（－－Ｊ

Ｖ
噸
八
凸

Ｌ」
Ａ類 Ｂ類 Ｃ類 Ｄ類

Ｅ類

破損、折損の部位による分類

Ａ乙１１ Ａ口
第72図石鎌の分類

八
、＿／▲△ ,1１□□

ｆｂａ ｅ
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折損等で形態がわからないものをのぞいた各類の点数を第12表に示した。

１Ａ類１点（562）出土。

１Ｂ類20点（547～550,559,560,563～574）出土。
第12表石鍍の分類別出土点数

１Ｃ類４点（575～578）出土。

１，類４点（579～582）出土。

２Ｂ類１０点(546,551,552,558,583～588）出土。

２，類４点（544,553,589,590）出土。

２Ｆ類１点（554）出土。

３Ｂ類３点（591,592）出土。

３Ｄ類２点（593）出土。

３Ｅ類４点（556,594～596）出土。

３Ｆ類１点（597）出土。

４Ｂ類１点（557）出土。

破損や折損の見られるものは総計21点であった。砿

た゜

それぞれの点数は次の通りである。

ａ６点、ｂ６点、ｃ２点、ｄ５点、ｅ

なお、未製品が１２点あった。

破損、 折損の部位によって第72図のように分類し

1点、ｆ1点、

l）石器の分類については、戸入村平遺跡（1994千藤）の石器の分類を参考とした。第７２．７９．９２．９３図も戸

入村平遺跡（1994千藤）より引用した。

（２）石錐（598～605）

１１点出土した。遺構より３点(ＳＢ６より２点、P543より1点)、包含層より８点出土している。石

材は全てチャートである。形態と尖頭部の数により、次の３つに分類した。

１類；剥片の一端を尖らせて尖頭部を作り出したもの。素材の形を大きく変えることがなく多様な形

態となり、他と比較して尖頭部が短い。５点（599,600,602,604）出土した。

２類；剥片の全体を整形して尖頭部を作り出したもの。基部と尖頭部の区分ははっきりしている。

尖頭部は一端にある。４点（598,601,605）出土した。

３類；長い棒状の形態を呈し、基部と尖頭部の区分が不明瞭なもの。調整が全体に及び、形態に統一

性がみられる。尖頭部が一端にある。２点（603）出土した。

（３）石匙（614～619）

６点出土した｡遺構より２点(ＳＢ３より1点､ＳＢ６より１点)、包含層より４点である｡石材はチャー

トが５点、粘板岩が１点である。つまみ部分と刃部との位置関係により次の２つに分類した。

1類；つまみを上方においたとき、平行する側縁が刃部となるもの。いわゆる縦形。２点(614,616）

出土。

Ａ Ｂ Ｃ ， Ｅ Ｆ 計

１類 １ 2０ ４ ４ 2９

2類 1０ ４ 1 1５

３類 ３ ２ ４ １ 1０

４類 １ 1

計 １ 3４ ４ 1０ ４ ２ 5５
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2類；つまみを上方のおいたとき、直交するその下端の縁部が刃部となるもの。いわゆる横形。

４点（615,617～619）出土。

（４）スクレイパー

①掻器（620～627）

急角度に調整された刃部を持つ石器を掻器とした。８点出土しているがすべてチャート製である。

どれも剥片の１～２辺の、片方の面に刃部を作り出している。通常の剥離によるものが多いが、樋状

剥離によって作り出されたものもある。刃部の位置により、次の２つに分類した。

１類；片面の1ケ所に刃部をつけたもの。６点（620～623,626～627）出土している。なお（626）は

一辺に削器的調整がみられ、（627）は一辺が樋状剥離によって作出されている。

２類；表裏に１ケ所ずつ反対側の位置になるように刃部がつけられたもの。２点（624,625）出土し

ている。
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第78図削器、ノッチド・スクレイパー

②削器（628～632）

剥片の縁辺に連続的な調整によって刃部を作り出した石器を削器とした。６点出土している。石材

はすべてチャートである。素材となった剥片は不定形なものが多く、刃部を作り出している調整加工

もさまざまである。刃部の作出方法により、次のように分類する。

１類；縦長（横長）剥片を素材とし、片面加工により刃部を作り出したもの。３点（628,631,632）

出土。

２類；縦長（横長）剥片を素材とし、両面加工により刃部を作り出したもの。３点（629,630）出土。
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③ノッチド・スクレイパー（扶入石器）（633,634）

３点出土した。遺構から２点(SＢ２、ＳＢ６より各1点)、包含層から１点出土している。ＳＢ６から

出土した（634）は黒曜石製で、小型ながら両サイドに、ノッチがみられる。他の２点はチャート製で

ある。

なお、スクレイパーの実測図は素材となる剥片の主要剥離面の打点を上にして実測した。

（５）ピエス・エスキーユ（模形石器）（606～608）

向かい合った二辺ないしは四辺の縁辺部に、階段状の剥離痕やつぶれが認められる石器をピエス・

エスキーユとした。３点出土した。遺構から２点(ＳＢ３、ＳＢ６より各１点)、包含層から１点である。

ＳＢ６出土の（607）は黒曜石製で、他の２点はチャート製である。

剥離痕のみられる部位と長さ・幅を比較して次の２つに分類した。

１類；縦長で縦に一対の剥離痕のみられるもの。２点（607,608）出土。

２類；１類以外で、一対の剥離痕のみられるもの。１点（606）出土。

（６）打製石斧（石製土掘り具）（635～645）

３０点出土している。遺構から４点(SＢ２より１点、Pl92、P587より各１点、ＳＫ８２より１点)、包

含層より２６点出土している。各石材ごとの点数は、粘板岩21点、砂岩７点、安山岩１点、結晶片岩１

点で、粘板岩・砂岩が多い。

砂岩や安山岩を用いたものは、川原石を用いたとわかる表皮（自然面）を残しているものがある。

どの石材も、徳山地域で普通にみられる石材で、在地のものを使っていると考えられる。

打製石斧の形状から次の３つに分類した。

１類；胴部がほぼ平行な、いわゆる短冊型と呼ばれるもの。１２点（635,636,638～643）出土。

２類；胴部がくびれる、いわゆる分銅型と呼ばれるもの。1点（637）出土。

３類；形状が基部に向かってやや収束する。いわゆるパチ型と呼ばれるもの。２点（644,645）

出土刃部に擦痕（使用痕）のみられるもの９点。基部に装着痕のみられるもの３点。

30点のうち１８点は、明らかに折損していると思われる。その折損の部位によって第79図のように分類

した。それぞれの点数は、次の通りである。

ａ２点、ｂ４点、ｃ４点、ｄ４点、ｅ４点。

い
iコ ロロ１１１□□ rｌ

Ｌ－－－Ｊ

□、

、／

～￣

ａ
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第82図打製石斧(3)、磨製石斧

（７）磨製石斧（646～648）

５点出土した。P412よりｌ

である。４点は折損しており、

石材は、結晶片岩３点、安山岩２点1点、包含層より４点出土している。

、刃部のみである。
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（８）石核（658～661）

３０点出土した。ＳＢ６より１点、Pl61より１点、包含層より28点である。石材は、チャート28点、流

紋岩1点（658)、粘板岩１点である（第38表)。

（９）２次加工のある剥片（662～668）

剥片の側縁に大小の剥離痕を連続して施したものを２次加工のある剥片（ＲＦ）とした。合計58点出

士した。遺構より14点(SＢ２より５点、ＳＢ５より1点、ＳＢ６より５点、P52より１点、P129より１

点、ＳＫｌ７より1点)、包含層より44点出土している。石材はすべてチャートである（第38表)。

（１０使用痕のある剥片（649～657）

剥片の側縁に微細な剥離痕が密接して、あるいは不規則に観察されるものを使用痕のある剥片

（ＵＦ）とした。合計58点出土した。遺構より９点（SＢ２より３点、ＳＢ６より３点、Ｐ５10より１点、

SK26より1点、ＳＫ７３より１点)、包含層より49点出土している。石材はすべてチャートである（第３８

表)。

（11）剥片・砕片（669）

総数は724点出土した。石片の内、第一次剥離の打点部の残るものを剥片（フレイク)、打点部が欠

落したものを砕片（チップ）とした。

石材はチャートが最も多く、全体の90％以上を占める。その他には、粘板岩35点、石英５点、凝灰

岩５点、黒曜石４点、砂岩２点、流紋岩２点(669)、石英斑岩２点、泥岩１点、安山岩１点である(第

38表)。

（１，打欠石錘（670～689）

５２点出土している。遺構より７点(ＳＢ１より１点、ＳＢ２より２点、ＳＢ６より２点、ＳＫより２点)、

包含層より45点である。

石材は、砂岩29点（55.8％)、泥岩15点（28.8％)、安山岩１点（1.9％)、粘板岩７点（13.5％）と

砂岩が多く、泥岩がこれに続く。いずれも徳山地域の川原でよくみられる石材である。

５２点中､22点は欠損しているか一部欠損が多く、横割･表裏剥離もみられる。このうち７点(676～682）

の打欠石錘には「糸巻きの帯状痕跡｣がみられた。（片面にみられるもの４点、両面にみられるもの３

点がある｡）（第26表）

打欠石錘の質量分布を見ると21～509のものが多く、平均質量(完形品)は40.49である（第87図)。

中には609以上のものもみられる。用途の違いも考えられるが、「糸巻きの帯状痕跡｣のみられる７点

のうち完形のもの５点の質量は14.59,.21.29.31.19.49.２９．６０．１９と一様ではない。



第３節遺物１３５

茂
649

＜．
６５０

Ｃ１＜=

囚 ！
〃／/／

〈／、､

／

一三二二二コ
651

－６５２

/剛

654

とつ／、－－－

瀞 暮五〉
！

655

！
-656

￣

｣り｣り
ク
ＬＡ・／

／

ＩＬｊ
／Z’

５ｃｍ
＜二二二二 657

ヒー￣

第83図使用痕のある剥片（ＵＦ）



136第４章縄文時代の遺構と遺物

！
Ｅ二二二コ６６２

･鱒8愚
一二二二１ ６６３

658

⑭
６６４

Z二二＞

ヘーｒＬ

□□
！

659

６６５

＜二コく二つ

，蝋 、
、

／

、

660

６６６

こ＞ご~と

(）〈
′′

＝＝

０ ５ｃｍ
661

第84図石核、２次ｶﾛｴのある剥片（RF）（１）



第３節遺物１３７

668

５ｃｍ０

667

とここ<ここ、

ユニニニニ
1トー＝

５ｃｍ

|/閏ﾉ
ﾐ、一J

<=ニーーラ〉
○

） 、｛

＜二二つ ○`”

ウーー

670

672671

⑪
５ｃｍ０

十戸一一一Eヨ675

、剥片、

7４

打欠石錘(1)第85図２次ｶﾛｴのある剥片（RF）(2)、



138第４章縄文時代の遺構と遺物

（13）切目石錘（690～748）

181点出土している。遺構から56点(SＢ２より９点、ＳＢ６より１１点、ピットより22点、士坑より１４

点)、包含層より125点である。

このうちＳＢ２から９点、ＳＢ６から11点、中にはＳＫｌ７から９点、P586から13点出土しているのが

注目される。各々については前述（遺構出土石器）のとおりである。

石材は、砂岩139点（76.8％)、泥岩28点（15.5％)、安山岩13点（7.2％)、凝灰岩１点（0.5％）で

打欠石錘と同様に砂岩が多い。泥岩、安山岩がこれに続き、やはり徳山地域の川原でよくみかける石

材を利用している。

181点中、６６点は欠損しており、このうち－部欠損･横割が多いが、縦割や表裏剥離もみられる。（第

１３表、第86図）

また「糸巻きの帯状痕跡」についてみてみると59点（32.6％）にみられ（690～699,712～720)、こ

のうち片面にみられるもの36点、両面にみられるもの23点である。

切目石錘の質量分布をみてみると、11～309のものがほとんどで、平均質量22.59と打欠石錘と比

べてかなり軽量である。（第87図）

しかし、中には56.99.63.19.82.39.142.3ｇという重いものもあり、他との用途の違いも考え

られる。

なお、打ち欠きと切り目の両方がみられるもの（はじめに打ち欠き、その上に切り目を入れたもの

12点、744～748）については、切目石錘に含めた。打ち欠きと切り目の両方が見られる石錘の平均質

量は31.59、切り目のみのものの平均質量は21.69である。

第13表石錘欠損状態別表
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第86図石錘欠損状態模式図
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平均質量４０．４９

帯状痕跡有５個

<８７－５〉切目石錘の質量分布（遺構分）<８７－２〉打欠石錘の質量分布（遺構分） ０３
２ ０

個
体
数
（
個

3０個
体
数
（
個
） ■2０

1０ 1０

０ 質且（９）０ 質量（９）
睡銘〃

０１０２０３０４０５０６０７０８０
１１１１１１１１１
１０２０３０４０５０６０７０８０９０

140以上
1

150未満

０１０２０３０４０５０６０７０８０９０以上
’１１１１１１１１１

１０２０３０４０５０６０７０８０９０100未満

4０

<８７－３〉打欠石錘の質量分布（包含層分） ０
０

３
２

個
体
数
（
個
） ’

3０

個
体
数
（
個

［
2０

illllllzl園n用－－
10１０

、夛しｌＬＩＥｌ戸用言戸 質量（９）質量（９）００

140以上
１

１５０未満

8０

１

９０

０１０２０３０４０５０６０７０８０９０以上
１１１１１１１１ＩＩ
ｌＯ２０３０４０５０６０７０８０９０１００未満

＊グラフは完成品のみを用い、元の質量のわからない欠損品は除いて作成した。

０１０２０３０４０５０６０７０
１１１１１１１１
１０２０３０４０５０６０７０８０

各々の平均質量も完成品より算出した。

第87図石錘の質量分布表
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（１０凹石・磨石・叩石（749～763）

合わせて23点出土している。遺構から２点(ＳＢ６より磨石、ＳＫ８４より凹石)、包含層から21点であ

る。これらの石器は円形や楕円形を基本としゃや扁平な川原石を利用しており、複数の機能を併せ

もつものもある。分類に当たっては単一の機能ごとで分類した。

そのため石器によっては、複数の分類群に入るものも存在する。

①凹石の分類

川原石の片面あるいは両面に凹みを持つものを凹石とした。凹石は14点出土した。

凹みの形状と、凹みの位置を（第92図）のように分類した。

形状による分類（実測図での凹みの表現は基本的にこの模式図に合わせた）

Ｉ類：細かい敲打痕が集中して凹みをつくっているもの。

ＩＩ類：すり鉢状に凹みができているもの。敲打によるものでなくすられたものと思われる。

III類：径が４cmの大きな凹みを有し、凹みの表面に磨痕が見られるもの。

凹みの位置による分類

ａ類：中心に凹みが１つあるもの。

ｂ類：２つ以上の凹みが中心付近で離れてあるもの。

それぞれの分類の凹みを１面でも持っている個体表を（第14表）に示した。表裏に凹みを持ってい

るものは別々に数えた。これを見るとａ類が多い。複数の凹みを持つものは１点だけである。表裏に

凹みを持つものは５点ある。また凹みと共に磨面もみられるものが４点（756～758）ある。

凹みの形状による分類

繕 鰯

－ヒニゴー-~~、／~￣

三
II類 III類

凹みの位置による分類

第14表凹石の分類別出土点数

ａ類 ｂ類

第92図凹石の分類

ａ類 ｂ類

I類 1３

II類 ３ １

III類 ２
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②磨石の分類

川原石の表面のどこかに明瞭な磨面のあるものを磨石とした。磨面の種類と、磨面の位置によりそ

れぞれ第93図のように分類した。

磨面の種類の分類（実測図での磨面の表現は基本的にこの模式図に合わせた｡）

1類：敲打によって一定の面を作出した後に使用され、ザラザラとした感触のある磨面。

２類：自然面を加工することなくそのまま使用し、ツルツルした磨面。

３類：面の作出は１類と同じであるが、面の中央部分が凹んでいるもの。

磨面の位置による分類

ａ類：川原石の片面もしくは両面のほぼ全面を使用しているもの。

ｂ類：石の長軸側側面を使用しているもの。

図示したものは（第15表）の通りである。磨石は13点出土した。このうち両面に磨面のみられるも

のが９点、片面に磨面のみられるものが４点である。（759）は石の長軸側側面に磨面がみられる。凹

みもみられるものが４点ある。（763）は叩きもみられる。

磨面の種類の分類

、 iｎロ
３類1類 ２類

磨面の位置による分類

画□、□□ □
第15表磨石の分類別出土点数

ａ類 ｂ類

第93図磨石の分類

③叩石

川原石の側面に、敲打痕を持つもので、打痕が－部に集中しているものを叩石とした。叩石はハン

マーのようなものを叩く使用が想定される。叩石は１点（763）出土した。

ａ類 ｂ類

１類 ５ １

２類 1５

3類 １
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（６）第６号掘立柱建物跡（ＳＨ６）について

第６号掘立柱建物跡は、２１～３Ｊグリッドにかけて位置する。桁行３間×梁行１間の南北掘立柱

建物である。この建物を構成する柱穴群は、径0.3～0.7ｍ、深さ0.15～0.25ｍを測る。建物の規模は

桁行7.75ｍ×梁行3.2～3.5ｍであり、北側の東西方向の柱間距離は、3.2ｍ、西側の南北方向の柱間距

離は、南から2.35ｍ、3.4ｍ、2.0ｍを測る。柱穴内に、根石．支え石と考えられる石は存在しなかっ

た。桁行の方向は、Ｎ－５ｏ－Ｗであり、ほぼ南北方向を向いている。出土遺物は、P224より、１４～ｌ５

Ｃの青磁端反碗（Ⅲ）が1点出士した。

（７）第７号掘立柱建物跡（ＳＨ７）について

第７号掘立柱建物跡は、３Ｅ～４Ｆグリッドにかけて位置する。桁行３間×梁行１間の東西掘立柱

建物である。この建物を構成する柱穴群は、径0.3～0.65ｍ、深さ０．３～0.5ｍを測る。建物の規模は桁

行5.3ｍ×梁行6.1ｍであり、北側の東西方向の柱間距離は、６．１ｍ、西側の南北方向の柱間距離は、南

から2.85ｍ、0.8ｍ、1.65ｍを測る。根石は、Ｐ335,Ｐ349、P356で検出した。桁行の方向はＮ－５ｏ－

Ｗであり、ほぼ南北方向を向いている。なお、出土遺物はなかった。

（８）第８号掘立柱建物跡（ＳＨ８）について

第８号掘立柱建物跡は、１Ａ～２Ｂグリッドにかけて位置する。桁行２間×梁行２間の東西掘立柱

建物である。この建物を構成する柱穴群は、径0.5～0.85ｍ、深さ0.25～0.45ｍを測る。建物の規模は

桁行5.6ｍ×梁行4.8ｍであり、北側の東西方向の柱間距離は、束から3.6ｍ、2.0ｍ、西側の南北方向

の柱間距離は、南から3.7ｍ、1.1ｍを測る。支え石と考えられる石はP52LP525で検出した。桁行

の方向は、Ｎ－８７ｏ－Ｗであり、ほぼ東西方向を向いている。なお、出土遺物はなかった。

（９）第９号掘立柱建物跡（ＳＨ９）について

第９号掘立柱建物跡は、２Ｂ～３Ｃグリッドにかけて位置する。桁行３間×梁行２間の南北掘立柱

建物である。この建物を構成する柱穴群は、径0.25～0.5ｍ、深さ０．１～0.35ｍを測る。建物の規模は

桁行6.40ｍ×梁行4.70ｍであり、北側の東西方向の柱間距離は、東から2.4ｍ、2.3ｍ、西側の南北方

向の柱間距離は、南から1.7ｍ、2.6ｍ、2.1ｍを測る。柱穴内に根石．支え石と考えられる石は検出さ

れなかった。桁行の方向は、Ｎ－２ｏ－Ｗであり、ほぼ南北方向を向いている。なお、出土遺物はなかっ

た。

（10）第10号掘立柱建物跡（SH10）について

第10号掘立柱建物跡は、２Ｂ～３Ｃグリッドにかけて位置する。桁行４間×梁行１間の南北掘立柱

建物である。この建物を構成する柱穴群は、径0.3～0.6ｍ、深き0.05～0.45ｍを測る。建物の規模は

桁行9.1ｍ×梁行3.9ｍであり、北側の東西方向の柱間距離は、3.95ｍ、東側の南北方向の柱間距離は、

南から2.2ｍ、2.1ｍ、1.85ｍ、2.95ｍを測る。柱穴内に根石.支え石と考えられる石は検出されなかっ

た。桁行の方向は、Ｎ－２３ｏ－Ｗである。なお、出土遺物はなかった。
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（11）第11号掘立柱建物跡（SH11）について

第11号掘立柱建物跡は、２Ａ～３Ｂグリッドにかけて位置する。桁行２間×梁行１間の南北掘立柱

建物である。この建物を構成する柱穴群は、径0.3～0.6ｍ、深さ０．２～0.5ｍを測る。建物の規模は桁

行5.5ｍ×梁行1.6ｍであり、北側の東西方向の柱間距離は、1.6ｍ、東側の南北方向の柱間距離は南か

ら2.2ｍ、3.3ｍを測る。根石はP539、支え石はP536で検出した。桁行の方向は、Ｎ-12.-Ｗであり

ほぼ南北方向を向いている。なお、出土遺物はなかった。

（12）第12号掘立柱建物跡（SH12）について

第12号掘立柱建物跡は、３Ｃグリッドに位置する。桁行ｌ間×梁行ｌ間の南北掘立柱建物である。

この建物を構成する柱穴群は、径0.35～0.5ｍ、深さ0.2～0.3ｍを測る。建物の規模は桁行3.6ｍ×梁

行1.5ｍである。柱穴内に、根石.支え石は検出されなかった。桁行の方向は、Ｎ－１０ｏ－Ｗであり、ほ

ぼ南北方向を向いている。なお、出土遺物はなかった。

（13）第13号掘立柱建物跡（SH13）について

第13号掘立柱建物跡は、４Ｒグリッドに位置する。桁行２間×梁行１間の南北掘立柱建物である。

この建物を構成する柱穴群は､径0.3～0.4ｍ､深さ0.2～0.3ｍを測る｡建物の規模は桁行3.9～425ｍ×

梁行3.7ｍであり、東側の南北方向の柱間距離は南から2.9ｍ、１．０ｍを測る。柱穴内に、根石や支え

石は検出きれなかった。桁行の方向は、Ｎ－１８ｏ－Ｗであり、ほぼ南北方向を向いている。なお、出土

遺物はなかった。

（10第14号掘立柱建物跡（SH14）について

第14号掘立柱建物跡は、５Ｎ～５０グリッドにかけて位置する。桁行ｌ間×梁行１間の南北掘立柱

建物である。この建物を構成する柱穴群は、径0.4～0.7ｍ、深さ０．２～0.6ｍを測る。建物の規模は桁

行5.85ｍ×梁行5.5ｍである。支え石と考えられる石は、Ｐ39,Ｐ43、Pll3で検出された。桁行の方

向は、ほぼ南北方向を向いている。出土遺物は、PlO9よりl8C後半の呉須絵(瀬戸美濃）の細片が１

点出土した。

（15）第15号掘立柱建物跡（SH15）について

第１５号掘立柱建物跡は、３Ｅグリッドに位置する。桁行２間×梁行ｌ間（以上）の南北掘立柱建物

である。この建物を構成する柱穴群は、径0.3～0.45ｍ、深さ０．２～0.3ｍを測る。建物の規模は桁行3.5

ｍ×梁行1ｍ（以上）であり、東側の南北方向の柱間距離は南から1.25ｍ、2.25ｍを測る。柱穴内に、

根石｡支え石は検出されなかった。桁行の方向は、Ｎ－３．－Ｗで、ほぼ南北方向を向いている。なお、

出土遺物はなかった。
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2．山手宮前遺跡で検出した掘立柱建物跡について

山手宮前遺跡では、全部で15棟の掘立柱建物跡を検出した（第39表)。

SＨ１が、３間×２間の総柱の構造で、周囲に根石を伴う付属施設を持つ特別な建物の可能性がある以

外は、小規模な掘立柱建物と考えられる。これらの建物の時期については、出土した遺物よりＳＨ６

は、１４～15世紀頃、ＳＨ1.14は18世紀後半頃の建物と考えられるが、他の建物については、出土遺物

もなくはっきりしない。しかし、そのほとんどが、川に沿った段丘と同じ南北方向を向いており、ＳＨ

1.6.14より中世から近世にかけての集落群の可能性も考えられる。徳山地区の民家は、川に沿っ

て平行に群立するのが通例であり、近世なら、揖斐川右岸の段丘上に棟をそろえて群立する妻入農家

が考えられる｡'）

l）愛知工業大学助教授岡野清先生のご教授による。

第39表掘立柱建物跡一覧表

※ＳＨｌについては、主となる掘立柱建物の規模を計測した。また、ＳＨ１の時期1,730年頃は放射`性炭素年代測定の結果による。

番号
位置

(検出グリッド）

規模(c､）

間数 長径 短径

柱穴(c､）

直径 深さ
出土遺物 時期

１
２
３
４
５
６
７
８
９
，
，
，
Ⅲ
皿
砠

ＨＳ
4Ｋ～５Ｌ

３Ｍ～３Ｎ

3Ｎ～４Ｎ

4Ｎ～５０

４Ｐ～5Ｑ

２１～３Ｊ

３Ｅ～４Ｆ

1Ａ～２Ｂ

２Ｂ～３Ｃ

２Ｂ～３Ｃ

２Ａ～３Ｂ

3Ｃ

４Ｒ

5Ｎ～５０

3Ｅ

１１

２
２
１
１
１
１
１
２
２
１
１
１
１
１
く

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

３
４
３
３
３
３
３
２
３
４
２
１
２
１
２

640

950

735

735

565

775

610

560

640

910

550

360

390～４２５

585

350

500

585

375

195

255

320～３５０

530

480

470

390

160

150

370

550

１００以上

５
０
０
０
０
０
５
５
０
０
０
０
０
０
５

７
８
７
６
６
７
６
８
５
６
６
５
４
７
４

－
－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

０
０
０
０
０
０
０
０
５
０
０
５
０
０
０

５
４
４
４
４
３
３
５
２
３
３
３
３
４
３

５
０
０
０
０
５
０
５
５
５
０
０
０
０
０

６
４
４
５
４
２
５
４
３
４
５
３
３
６
３

－
－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

仙
皿
刈
妬
加
咀
刈
妬
Ⅲ
５
別
別
別
別
別

古瀬戸･青磁･瀬戸美濃

古瀬戸

青磁

瀬戸美濃

･l8C後半以降か
･1,730年頃

･１４～ｌ５Ｃか

･18Ｃ後半以降
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３．ビット・土坑

古代以降の土器・陶磁器類の出土したピット・士坑は全部で33基である（第99.100図及び第40表)。

33基の分布は、下流側のＡ区に１０基、上流側のＢ区に23基で、中でもＢ区川側の２Ｊ～３Ｊグリッド

辺りに集中している。前述のように、掘立柱建物跡の柱穴からの遺物の出土も５基あった。

出土した遺物をみてみると、１０～11世紀の灰釉陶器の出土したピット・土坑が２基、古瀬戸・常滑

青磁など中世後期の遺物の出土したピット・士坑が１１基、１７～19世紀の遺物の出土したピット・士坑

が18基、その他不明２基で、中世後期から近世にかけての遺物の出士したピット・土坑の多さが目に

つく。

４．さし銭

Ｆ４グリッドの第１I層暗褐色士より、渡来銭81枚が、さし（繕）の状

態で出土した(図版11)。プランは検出できなかったが当時の生活面を掘

り込んで埋設したものと考えられる。銭は合計81枚であり、一部紐が残

存していた（第１０９図)。

紐は分析の結果、藁の可能性が高いということである(第６章)。その

銭種はすべて渡来銭で開元通寳(621年唐)から永楽通寳(1405年明）

までの24種81枚で、そのうちわけは、開元通寳３，宋通元寶１，淳化元

寶ｌ、至道元寳２，威平元寶３，景徳元寶２，祥符元寶２，祥符通寳１，

天橲通寳２，天聖元寳５、明道元寶１，景祐元寶１，皇宋通寳６，至和

元寶５，嘉祐通寳ｌ、治平元寶３，熈寧元寶12、元豊通寳９、元祐通寳

５，紹聖元寶５，聖宋元寶６，政和通寳ｌ、皇宋元寶ｌ、永楽通寳２、

不明ｌである（第４２．４３表)。なお、共伴遺物はない。

徳山地区では、上開田村平遺跡（平成４年度調査）からも、合計87枚

のさし銭が出土している｡'）

lllllill
０ ３ｃｍ

￣－－-

第109図さし銭の紐実狽U図

l）出土銭貸第５号より
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第40表その他の時代のピット・土坑一覧表

府
ｌ７Ｃｌｌ'｣４ＲＰ５

１４～l５Ｃ５ＮＰ４０

Ｐ４１

＜Ｐ５７４ＳＨ４４Ｎ

SII1４
１８Ｃ後

■■

６０×５ＮＰ１０９

ＳＨｌ１４～ｌ５Ｃ５ＫＰｌ４６

３ＬＰｌ

ＳＩＩ１
ｌ８Ｃ後

Ｉ=４ＫＰｌ９

＞ＳＫ２８ｌ６Ｃ２Ｊ

ｌ６Ｃ後２ＪＰ２１０

＜Ｐ2１２ＪＰ２１

ＳＨ６ｌ５Ｃ３Ｊ

３Ｊ

２１Ｐ２２

、二】完

：2K二’１

ｌ８Ｃ後
１コ．

＜ＳＫ３１Ｐ２３ ２Ｊ

隅丸方／Ｐ２３ ２１

戸末期Ｐ２４

円形 ノガノk期Ｐ３３

４Ｆ １４～１５Ｃ くＰ３３Ｐ３３

８０×６０Ｐ３６４ ４Ｅ

×６０ １４～ｌ５ＣＰ５１ ２Ｂ

Ｐ５６１ ３０ １３０×１００ 隅九丁 戸末期 Ｐ５６０

ＳＫ１ ４Ｒ

ＳＫ６ ５Ｑ １６０×１５０
‐２６０：

：'’二’１

１００×６０ ｌ９ＣＳＫ１１ ４Ｎ

ＳＫ２８ ２Ｊ ノガ米期 ＜Ｐ2０

ＳＫ３１ ２Ｊ １３０００
僻目１１

イ〈明１

ＳＫ３３ ３Ｆ １９０× ｌ６Ｃ後

ＳＫ４３ ２， 00×１６０

２Ｃ １０５８０ 桟円形ＳＫ４６

ＳＫ５３ ２Ｂ １１０×９０ １０～１１Ｃ

ＳＫ７９ ２Ａ
１８Ｃ後

中

ＳＫ８０ ２Ａ １００×６５
１８Ｃ後半
以降

※グリッド：複数にかかる場合は面積の広い方のグリッドとした。

切り合い：＞切る、＜切られる

NＣ グリッド

大きき(c､）

長軸×短軸

平面形
出土遺物

（）は点数
時期 切り合い他

Ｐ５ ４Ｒ ３５×３０ 円形 大窯(1) l7C前半

Ｐ４０ ５Ｎ ６０×５０ 楕円形 古瀬戸(1) 14～l５Ｃ

Ｐ４１ ５Ｎ ３０×２５ 不整形 灰釉(1)
lOC後半～
llC前半

Ｐ９２ ４Ｎ ９０×７０ 不整形 古瀬戸(1) 中世 ＜Ｐ574(ＳＨ４）

Ｐ１０９ ５Ｎ ６０×３０ 不整形 瀬戸美濃(1)
18Ｃ後半
以降

(SH14）

Ｐ１４６ ５Ｋ ７０×６０ 不整形 古瀬戸(1) 14～l５Ｃ (ＳＨｌ）

Ｐｌ８６ ３Ｌ ６５×５５ 円形 不明(1) (？）

Ｐｌ９４ ４Ｋ ６５×６０ 円形
瀬戸美濃(1)
青磁(1)

l8C後半
以降

(SＨ１）

Ｐ２０９ ２Ｊ ７５×７５ 円形 越前(1) １６Ｃ ＞ＳＫ２８

Ｐ２１０ ２Ｊ ３５×３０ 不整形 大窯(1) l6C後半 ＞SK28､＞Ｐ211

Ｐ２１１ ２Ｊ 80×(70） (不整形） 瀬戸美濃(1) 江戸末期 ＜P210､＜Ｐ212

Ｐ２２４ ３Ｊ ４５×３０ 楕円形 青磁(1) １４～l５Ｃ (ＳＨ６）

Ｐ２２８ ３Ｊ ９０×７０ 楕円形 常滑(1) 中世

Ｐ２２９ ２１ ８０×６５ 楕円形 産地不明(1) 近世

Ｐ２３３ ２Ｊ (50)×4５ 不整形
瀬戸美濃(1)
越前(1)

l8C後半
以降

＜ＳＫ３１

Ｐ２３４ ２１ ９０×７５ 隅丸方形 産地不明(1) 近世 ＞Ｐ５９５

Ｐ２４３ ３１ ５０×３０ 楕円形 瀬戸美濃(1) 江戸末期

Ｐ３３１ ３Ｅ ５０×４５ 円形 瀬戸美濃(1) 江戸末期

Ｐ３３４ ４Ｆ (40)×3０ 不整形 古瀬戸(1) １４～l５Ｃ ＜Ｐ３３５

Ｐ３６４ ４Ｅ 80×(60） 不整形 瀬戸美濃(1) 江戸末期

Ｐ５１０ ２Ｂ ６５×６０ 円形 古瀬戸（？)(1) １４～l５Ｃ

Ｐ５６１ ３０ 130×100 隅丸方形 瀬戸美濃(2) 江戸末期 ＞Ｐ５６０

SＫｌ ４Ｒ 105×９０ 不整形 瀬戸美濃(1) 江戸末期

SＫ６ ５Ｑ １６０×１５０ 円形
瀬戸美濃(2)
肥前(1)

江戸末期

SＫｌｌ ４Ｎ 100×６０ 不整形 瀬戸美濃(１） l９Ｃ

SＫ２８ ２Ｊ 150×(70） 不整形 瀬戸美濃(１） 江戸末期 ＜P209､＜Ｐ210

SＫ３１ ２Ｊ 130×９０ 不整形
古瀬戸(1)
不明(1)

(？） ＞Ｐ２３３

SＫ３３ ３Ｆ １９０×７０ 不整形 大窯(1) 16Ｃ後半

SＫ４３ ２， 160×１６０ 円形 瀬戸美濃(5) 江戸末期

SＫ４６ ２Ｃ 105×８０ 楕円形 瀬戸美濃(１） 江戸末期

ＳＫ５３ ２Ｂ 110×９０ 不整形 灰釉(1) １０～l１Ｃ

SＫ７９ ２Ａ 120×７０ 不整形 瀬戸美濃(2)
18Ｃ後半
以降

SＫ８０ ２Ａ 100×６５ 楕円形 瀬戸美濃(1)
l8C後半
以降
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第３節遺 物

1．古代以降の土器・陶磁器（１～34）

古代以降の遺物としては大半が中近世陶磁器であり、接合前の総破片数で672点を数える。遺構内出

土遺物は数少なく、大部分が包含層からの出土であり細片が多い。そのうち34点を図示した（第110.

111図)。以下、器種毎に説明したい。

須恵器は１点のみ出土した。細片のため図示していないが、色調は暗青灰色を呈し、径１ｍｍ以下の

長石粒を幾つか含む。古代の須恵器が他に出土していないため、あるいは珠洲系諸窯の製品かもしれ

ない。

灰釉陶器は35点出土し、そのうち３点（１～３）を図示した。器種は碗、Ⅲ、瓶類などがみられる。

繊密な胎士を有するものよりもやや粗雑な胎士を有するものの方が多い。

土師器は８点出土し、そのうち２点（４，５）を図示した。器種はいずれもmである。(4)と(5)は形

態と整形方法が全く異なる。なお、（4)は口縁部の１箇所に煤が付着しており、灯明Ⅲとして使用され

たと思われる。

古瀬戸陶器は１８点出土し、そのうち５点（６～10）を図示した。器種は縁釉小Ⅲ、卸Ⅲ、折縁深Ⅲ、

卸目付大m、天目茶碗、小天目茶碗、平碗、有耳壺、播鉢などがみられる。このうち(9)の底部外面|こ

はへう記号が施されている。これらはいずれも古瀬戸後期に比定され、後期古段階の遺物はわずかあ

り、大半は新段階の遺物である。

大窯陶器は22点出土し、そのうち６点（１１～１５，２５）を図示した。器種は稜Ⅲ、九m、志野九m、

天目茶碗、丸碗、摺鉢、茶入などがみられる。なお、この他に、天目茶碗などの休部破片で、古瀬戸

と大窯の識別ができなかった破片が23点出土している。

中国磁器は12点出土しており、そのうち４点（16～１９）を図示した。青磁の器種はいずれも碗で、

体部外面に蓮弁文を有するもの、体部外面が無文のもの、端反碗などが、白磁は端反Ⅲ、小杯などが

みられる。(10は九彫り、(17)は片切彫りによる蓮弁文が施され、(17)は蓮弁部の盛り上がりがみられない。

(19は体部の傾きから小杯と,思われる。

越前陶器は19点出土し、そのうち３点（30～32）を図示した。器種はいずれも播鉢であるが、揺鉢

の他に甕の休部破片が４点出土しており、これらは常滑陶器か越前陶器か識別できなかった。６０は底

部内面にも播目が施されている。（31)、Ｇ２)は休部が直線的に立ち上がり、口縁部がわずかに内弩する。

口縁端部は断面三角形に近い形状である。なお、いずれも口縁部よりやや下位に一条の沈線が施され

ている。

近世の遺物は530点出土し、瀬戸美濃511点、肥前１点、士製品３点、産地不明15点を数える。その

うち11点（20～24,26～２９，３３，３４）を図示した。器種は各種碗類、各種Ⅲ類、小杯、小鉢、餌鉢、

折縁鉢、提鉢、播鉢、片口、香炉、徳利、壷、土瓶、甕、十能、蓋などがみられる。伽は花瓶と思わ

れ、内面に付着物がみられる（第６章)。（29は瀬戸美濃でもなく越前でもないため、産地不明とした。

内面に「大」の字に類似する文様が押印され、ヘラ状工具により丸く囲む。なお、この播鉢と同一胎

士の鉢は戸入村平遺跡でも出土している。（3Dは他の器種に比べ、胎土が精良で堅繊である。
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これらの遺物を時期別にみると、灰釉陶器は10世紀前半～11世紀前半の遺物が確認できるが、大半

１０世紀後半(猿投編年Ｈ72段階)に属する。それ以後の中世前期の遺物(山茶碗等)は確認できない。は10世紀後半(猿投編年Ｈ72段階)に属する。それ以後の中世前期の遺物(山茶碗等)は確認できない。

中世後期の遺物は古瀬戸、大窯、中国磁器、越前などがみられ、古瀬戸は１５世紀(後期新段階)の遺物

が多い。また、越前は播鉢の出土が目立つが、いずれも16世紀中頃に比定される｡')大窯の嬬鉢と越前

の橋鉢の関係は興味深いが、大窯の摺鉢の口縁部破片が出土していないためその時期が確認できず、

詳細は言及できない。近世陶磁器は17世紀～19世紀の遺物が少量ながら連続して出土しており、なか

でも18世紀後半以降の遺物が目立つ。

l）岩田隆氏の御教示による。

（参考文献）

斎藤孝正１９９４「東海地方の施釉陶器生産一猿投窯を中心に－」「古代の土器研究一律令的土器様式の西．東

３施釉陶器一ｊ

藤澤良祐１９９６「中世瀬戸窯の動態」『古瀬戸をめぐる中世陶器の世界～その生産と流通～資料集」

福井県教育委員会・福井県立朝倉市遺跡資料館１９８３「第36次調査報告」「県道鯖江・美山線改良工事に伴な

う発掘調査報告書』

岐阜県文化財保護センター１９９４『戸入村平遺跡ｊ

（古代以降の土器・陶磁器については小野木学）
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第41表その他の時代の遺物観察表
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番号 遺構 器種
法量（c､）

口径 底径 器高
整形、調整 胎士 色調

残存率
(Ｘ/12）

その他

１ 包含層 I灰ﾋﾟｦ袖陶器卜
ｲi宛

（６．２） ｣宜司音１３ﾀﾄ面回車云糸
切りイ麦ナテ蕊調里堅

密、｛垂１ｍｍ以下の｛lfi〔
ｲf少米立をわずかに含一む

１０天E白色 底吝１３２．２ ｲ本音旧内タ1-面、E粕

２ 包含層 、E釉'３甸器卜
石宛

（８．２） ｣底吝旧タト面回
一切り、〕|;反目

車云ﾗﾈﾐ 米且、ｆ圭２
ﾌ石、フEr英
tＪ

、、

を
以下ク>f三
銭もつカコ含

灰白色 底吝'３２．１

３ 包含層 】灰E来由陶器÷
石宛

（８．０） 底
里堅
吝旧クト面ナテ奔調 密、ｆ圭１ｍｍ以下のf言２

石をわずかに含む
)DKE白色 底吝旧４．３ 口ｉｆ家吝B周辺に)灰E軸

４ 包含一層 士二 自而
皿

器学 ７．４ １．５ ｲ本吝旧内面布状ニエ
具烹による一方向
ナテ夢、イ本吝旧タト面
ランク゛ムな才旨I壬三

Jや-や米且、そ垂１
の長石、赤褐
わず力璽に含む

、、

色
以－Ｆ
米立を

にふざい黄
）|登色－１喝
灰色

ロブl尋旨９．３ 口：尋冒吝旧にｊ１某ｲ寸ﾗ音

５ 包含一層 士二 目而
ⅡⅡ
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の赤木島色>|:立、
わずカコに含-む
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色
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糸家釉'j､１m
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切り

ﾀ1-面回車云ラヤミ 密:、で圭１
ﾌﾞ石 、 ｲH1l〔征，
に言t_「

、、

)|（立
以下ク)長
をわず力。

I天白色 口jI尋E
jZ美吝1３

口褐上吝旧周辺にI灰E軸

７ 包含一層 古i頼戸
ｉｆ家系H1'j､1m

(１１．１） （５．９） ２．２ 底普旧ク１－面周辺回
転ミヘラ肖リリ

Jや-や米且、 そ垂１
の｛lI1h〔ｲ21>)Ｉ(立をわ
含-t-F

、、

ず
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Ｊ、
古i頼戸
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９ 包含一層 古j頼戸
平ｲiﾀiｉ

（４．５） ｲ本音Ｂタト面下方
－底吝旧外一面回転：
－～ラ肖リリ

‐やJや米且、径:１
ｸ)長ﾌ石、ｊ微､H少
ず力璽に含-む

、、

)|§立
以~下
をわ

'二一SFぎ

１管追且
い黄 LZ美音５４．７ 底:吉[S外－面周辺を除き

鍵脂釉、Ｌ亘己吝旧クト面
にへう言己号､ｲ本音B内面
にトチンラ直あり

１０ 包含一層 古J頼戸
有耳壼

肩吝旧クト面に平ｲﾃ
ｺﾞ尤j線５条肩吝B内
面ｊ旨圧ﾗﾘﾒ哀
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含tＪ

、、

ず
以下デ
カヨ'二

日音灰E色
7美黄〉i登色

内
１２貝
タト面に、E釉、 耳欠ビ

１１ 包含一層 大算曼
ⅡⅡ

５．２ 底吝旧タト
ラ肖リリ

面回車云一～ ｣や學や米且、 ｔ圭１
ｸ>ｲlfhmｱ少米立をわ
含む』

、、

ず
以下一
カコ’二

7美黄ｵ登色 ﾉｪ菱吝５１２．０ ﾉ底吝K内面中央宮に菜iﾌｎ２ｉ
式こ、全面に灰釆由、底：
吝旧タト面にz鯰ドチ症こあ
り

１２ 包f含層 大筆三
ﾌﾟ【L皿

７．３ ３．６ １．７ 圧Ｘ５吝旧タト
ラ肖リリ

面回転ﾐヘ ｣や

下一
ず

｣や米且、ｆ垂１ｍｍ以
の｣三ﾌ石､槐ldZ1ﾀﾂl:立をわ
力藝に含-ｔ-Ｆ

)灰Ｅ白色 口ｉｆ三ｉｔ１２．０
１宣呂音１，２．０

全面に)灰ミツ1i注Ｉ

１３ ＳＫ３３ 大壽曼
天ﾐ目茶亭ｲi宛

(ｌＬ９） ‐や-や米且、 そ垂１
のｲ;11ｋ石少)Iﾋﾞ立をわ
含t-f

ｍ、

ず
以下一
カコ’二

灰白色 口論家２．３ 全面に金失釆柱Ｉ

１４ Ｐ２１０ 大等鶯
天目茶Fｲ宛

(ｌＬ８） ｲ本吝[ﾀﾄ面下方回
尊転へラ肖リリ

ベコJや米且、 {圭１
の｛111ｋｲ沙)１５立をわ
含ｔＪ

、、

ず
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カコ'二

7美黄ｵ登色 口;縁Ｅ３．３ 体已吝旧
鐙ｋ釆性Ｉ
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１５ Ｐ５ 大鼻三
夫ﾐ目茶F｣【i宛
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)灰ﾐ白色 ロガ尋盲Ｌ８ 全面に釘た釉

１６ 差乏才采 了琴]滋
石宛
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２．はぱき編みの錘

必
１点（35）出土した。表採資料である。縦4.9×横

5.5cm、厚さ3.4cmの丸い川原石(安山岩製)を利用し

ており、短軸中央部に幅0.8～1.5cmの｢糸巻きの帯状

痕跡」（縄文時代の石錘の所で定義)が認められる。

この｢糸巻きの帯状痕跡｣は、縄文時代の石錘で見ら

れたものとよく似ているが、両端に切目や打ち欠い

た跡は見られない。

この石器については、藤橋村歴史民俗資料館に収

蔵されている、旧徳山村の民具の中のはばき(すね当

て）等を編むアミダイ（編み台）の錘（第115図）の

可能性が考えられる｡')｢糸巻きの帯状痕跡｣は、糸が

巻かれていた跡であり、左右の磨耗して光沢の見ら

れる部分は､民具の例から見て､手ずれ等によるもの

と考えられる｡質量１０７．５９も藤橋村歴史民俗資料館

よりお借りした民具の錘２セットの平均質量9７．２

９，１０８．２９（第113図）ときわめて近いものである。

なお、旧徳山村に残った民具の錘と、縄文時代の

石錘との関係についてはここでは言及せず、旧徳山

村の民具の中にこういうものがあるという指摘にと

どめておきたい。

西

必
3５

0 ５ｃｍ

芒－－￣

第112図ｌまぱき編みの錘実測図

l）藤橋村歴史民俗資料館に収蔵されている民具の実見

および借用にあたっては、藤橋村教育委員会の脇田雅

彦・節子のおこ方に大変お世話になった。

０
０

４
３

個
体
数
（
個

０
０

３
２

個
体
数
（
個

2０

1０ １０
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110120130以上
’１

１２０１３０１４０未満

平均質量１０８．２９

第113図「はぱき編みの錘」

８０９０１００

１１

９０１００１１０

合計３６個

の質量分布表

１１０１２０１３０以上

１２０１３０１４０未満

平均質量９７．２９

９０

１００

合計

１００
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32個
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３．石臼

２点（３６．３７）出土した。いずれも表採資料である。（30は上臼で、残存径19.5cm、厚さ10.2cm、質

量4.0kgである。心棒用の穴（径3.0cm）および供給口（一辺3.0cmの四角形）が見られる。摺り合わせ

面の目は８分角で、各分角内に５～６本の副溝が主溝と平行に等間隔（1.0～1.2cm）で刻まれている。

溝幅は0.3～0.4cm、深き0.1cmである。（37)は下臼で、径29.5cm、残存厚９cm、質量2.5kgで、心棒用

の穴(径3.0cm）が見られる。摺り合わせ面の目は８分角で、残存するｌ区画内に、７本の副溝が主溝

と平行に等間隔（1.2～1.3cm）で刻まれている。なお、隅の方の副溝は方向をかえて刻まれている。

溝幅は0.2～0.3cm、深さ0.1cmである。（36)・G7)ともに溝の残りはよくそれほど磨耗していない。

石材は、２点ともに砂岩製で、福井県の小和清水（こわしようず）産の石白（越前臼）と考えられ

る｡')揖斐ⅡＩ上流域の他の村々（坂内、旧徳山村合併以前の藤橋、久瀬の各村）では、花崗岩製の滋賀

県伊吹町曲谷（まがたに）産の石臼（曲谷臼）を使っていたのに対して、旧徳山村では越前臼を使っ

ていたそうである｡2）『越前臼は石質がよいからと、分厚い粉食用の石臼を刃物や農器具といった鉄製

品とともに背負って、峠（冠峠）を越えた。粉挽き臼は、どこの家庭でも越前製であった｡』とのこと

である｡3)近代の旧徳山村においても、越前（福井県）とのつながりが見られる好例である。

なお、坂内村に近い西谷の戸入村平遺跡（Ｓ63.Ｈ元調査）では、越前臼と考えられるもの（砂岩

製）１点、曲谷臼と考えられるもの（花崗岩製）１点が出土している｡4）

揖斐郡久瀬村在住の岐阜地理学会名誉会長高橋俊示氏のご教示による。

高橋俊示建設省越美山系砂防工事事務所公報誌l996VoLllより

江口義春著「故郷の灯は消えてjl987より

戸入村平遺跡では、茶臼（安山岩製か）７点も出土している。

1）

2）

3）

4）

４．銭貨類

山手宮前遺跡では、１０１枚（１０１～201）の銭貨が出土している。

101枚のうち、８１枚（101～181）はさし（絹）の状態で検出した。（184頁･図版11）これらはすべて渡

来銭で、開元通寳（621年唐）から永楽通寳（1405年明）までの24種81枚である。（第４２．４３表）

これらの銭貨のうち、４枚には背丈が見られる（１０１．１０２．１０３．１７８)。

残りの20枚のうち、２枚は遺構、即ちP233より（182)、P546より（183)が出土し、１８枚(184～201）

は包含層より出土している（第44表)。（182）の元祐通寳、（184）の景徳元寳、（185）の至和通寳の３

枚が北宋からの渡来銭である以外は、江戸時代に鋳造された寛永通寳である。このうち（190）は鉄銭

である。
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